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人口  28,760人（-30）  男  13,900人（-20）  女  14,860人（-10）  世帯数  13,095世帯（-7）2025.10.1現在 （　）内は前月比
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こ
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印
刷
紙
に
は
、
山
梨
県
有
林
か
ら
の
木
材
が

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

人口と世帯

選ぶ、楽しさ。
昭和堂

創業99年昭和堂
☎
甲州市塩山下於曽 1541-1（塩山バイパス通り）

定休日　水曜
営業時間　10：00～19：00

P有

有
料
広
告

　「ACP（人生会議）」とは、自分が病気になったり、介護が必要になった
ときに向けて、自分の大切にしているもの・こと・価値観や、「どう生き
たいか・どう過ごしたいか」を考え、大切な人（家族や友人など）、支えて
くれる人（医療・介護従事者）と自分の想いを共有することです。今回、
ACP（人生会議）を広く知ってもらうため、講演とトークセッションを
行います。

日　　時 	12月6日（土）午後1時～3時（午後0時20分開場）
場　　所 	リッチダイヤモンド総合市民会館	芸術ホール
	 （山梨県甲府市青沼3-5-44）
定　　員 	対面形式450名・オンライン形式500名（先着順）
申込期間 	10月17日（金）～11月17日（月）
申込方法 	右の申込フォームよりお申し込みください。
出 演 者

第一部　講演「自分らしくあなたらしく生きていくためのACP」
　浜野	淳	氏（医師/国立大学法人筑波大学准教授）
第二部　トークセッション「いま大切な人と話しておきたいこと」
　原	千晶	氏（タレント）
　髙添	明日香	氏（医療法人桜花会	あすか在宅クリニック院長）

自分らしい働き方創出講座の開催について
　自分らしい働き方講座を12月から6回にわたって実施し
ます。今回は「“いつかやってみたかったこと“をゆるやか
に始めてみる」をテーマに「なんとなく何かを始めてみたい」
「他の人の話を聞いてみたい」と思っている方への学びの提
供と似たような思いを持つ人同士が出会い、講座が終わって
もつながっていける場を目指します。
　講座内容や日程詳細については、市ホームペー
ジからご確認ください。

 政策秘書課 地域未来戦略室　☎32-5037

 婚活de八ヶ岳推進委員会　☎090-9141-6316（増田）

 ACP普及啓発イベント運営事務局
☎055-235-7666（土･日･祝日を除く9時30分～17時30分）

詳細はこちら

日　時 	 11月15日（土）午前10時～午後6時
場　所 	 根津記念館（山梨市正徳寺296）
対　象 	 27～38歳の独身男女	各12名（計24名）
	 ※応募多数の場合は抽選となります。

参加費 	 5,000円
申　込 	 二次元コードからお申し込みください。
申込期間 	 11月5日（水）まで

　レトロな建物と日本庭園を散策し、「桃農家カフェ	ラ・ペスカ」で干し
柿作り体験。薬膳弁当&ジェラートも楽しめる出会いのイベントです。
　和やかな雰囲気の中で素敵なご縁を結びませんか？

秋うららの縁結び
～時をかけてこころに実る～

参加者募集

峡東3市主催婚活イベント

「話しておこう、大切なことを、
大切な人と。」

県央ネットやまなし在宅医療・介護連携分科会主催
ACP普及啓発講演およびトークセッション

　令和7年11月1日、甲州市は
市制施行20周年を迎えます。
本号の表紙は人々の営みや、豊
かな自然、歴史、文化など、これ
まで甲州市が大切に育んでき
た歩みを表現しています。こ
の20年を支えてくださった市
民の皆さまへの感謝の思いを
込めるとともに、このまちの魅
力を未来へつないでいく姿を
イメージしています。

表紙について
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イ
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史
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落
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ニ
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指
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甲州市制施行20周年を迎えて

　平
成
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年
11
月
、
塩
山
市
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勝
沼
町
・
大
和

村
の
合
併
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よ
り
誕
生
し
た
甲
州
市
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年
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月
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行
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迎
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。
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足
、
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増
す
財
政
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営
、
さ
ら
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新
型
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ロ
ナ
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イ
ル
ス
感
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症
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流
行
や
災
害
へ
の
備
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な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
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直
面
し
て
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い
り
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た
。

そ
れ
で
も
な
お
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市
民
の
皆
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ま
の
温
か
い

支
え
と
ご
協
力
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も
と
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歩
一
歩
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歩
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ね
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ま
い
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。

　市
民
と
行
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と
の
協
働
の
積
み
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が
、

今
日
の
甲
州
市
を
築
き
上
げ
て
き
た
の
だ
と

深
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
本
市
が
誇
る
果

樹
や
ワ
イ
ン
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豊
か
な
自
然
、
歴
史
と
文
化
、

そ
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て
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
は
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何
も
の

に
も
代
え
が
た
い
宝
で
す
。
こ
う
し
た
地
域

の
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力
を
大
切
に
守
り
育
み
な
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ら
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世
代
へ
と
し
っ
か
り
受
け
継
い
で
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が
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私
た
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要
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命
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あ
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考
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て
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ま
す
。

　こ
の
20
年
の
歩
み
を
新
た
な
出
発
点
と
し

て
、市
民
の
皆
さ
ま
と
心
を
ひ
と
つ
に
、誰
も

が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
、
希
望
に
満
ち
た
ま
ち

を
共
に
つ
く
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

未
来
に
つ
な
ぐ 

実
り
の
ま
ち

甲
州
市
長
　鈴
木 

幹
夫

甲州市役所開庁式和歌刻書土器

上条集落 フランス ボーヌ市 姉妹都市協定締結

ぶどうの丘50周年記念パーティー 世界農業遺産認定式

大日影トンネル遊歩道
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甲州市の「ホット」なできごとを紹介します！

　10月4日、勝沼中央公園グラウンドをメイン会場に、第72回甲州市かつぬまぶどうまつりが開催されました。メイン会
場では市内ワイナリーのワインやぶどうジュースの提供のほか、大人神輿に加え、子ども神輿が会場や周辺を力強く練り
歩き、出店ブースやステージイベントでも多くの人出で賑わいました。
　日暮れ後は、幻想的な雰囲気に包まれながらワインやまつりを楽しむとともに、聖火隊がメイン会場到着し、大善寺で
採火された護摩の火を持った勝沼中学校の生徒が柏尾山を駆け上がりました。鳥居焼に点火されると、夜空に浮かんだ
大輪の花火と鳥居焼に収穫の喜びや感謝を込めながら、ぶどうまつりはクライマックスを迎えました。

収穫のよろこびと感謝 甲州市かつぬまぶどうまつり
　9月20日、「甲州いきいきプロジェクトヴェスタ甲州」での食教育の一環として、今年で３年目となる稲刈り体験を実施
しました。黄金色に輝き、大きく実った稲を鎌で刈り取って収穫しました。収穫した稲は、稲架掛けを行い乾燥させた後、
脱穀作業を行います。次回は試食会を予定しています。

ヴェスタ甲州　稲作体験事業 稲刈り体験

　9月22日、菱山小学校において、北海道から訪問したな
がぬま緑の少年団との交流会が開催されました。50名
ほどが参加した本交流会は菱山小学校創立150周年記念
協賛事業として開催され、木育ワークショップとして、野
草の笛づくりやこま作りなどが行われました。参加した
児童たちは笑顔で交流を深めていました。

菱山小緑の少年少女隊・ながぬま緑の少年団との交流会
　秋の全国交通安全運動期間中である9月22日、日下部
警察署をはじめとする交通安全関連機関･団体により街
頭指導所が開所されました。
　当日は、甲州市役所前交差点において、通行する車両や
歩行者に対して夜光反射材やリーフレットを配布し、交
通事故ゼロに向けた啓発活動を行いました。

秋の全国交通安全運動 街頭指導所を開所

　9月20日、明治安田生命J2リーグ「ヴァンフォーレ甲府VSブラウブリッツ秋田」の試合が「甲州市サンクスデー」として
行われました。セレモニーでは、特産品であるワインを贈呈し甲州市のPRを行ったほか、ボールパーソンに勝沼中・塩山
中サッカー部が参加し試合を支えました。J1昇格を目指して、がんばれ！ヴァンフォーレ甲府！

ヴァンフォーレ甲府 甲州市サンクスデー
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　9月28日、甲州市かつぬまぶどうまつり協賛弓道大会が、
周囲にぶどう畑が広がる勝沼弓道場で開催されました。
市内外から約70名が参加し、上位入賞者にはぶどうの詰
め合わせが贈られました。
　参加者には大変喜ばれ、弓友の親睦を深める大会とな
りました。

弓友の輪広がる
―甲州市かつぬまぶどうまつり協賛弓道大会―

　9月28日、市役所本庁舎ロビーに設置しているスト
リートピアノでコンサートが開催されました。プロのピ
アニストである青木陽香氏とプロのヴァイオリニストで
ある坂本瑠美氏の演奏が行われ、参加者はプロピアニス
トとプロヴァイオリニストの奏でる生演奏に魅了されて
いました。

ピアノとヴァイオリンの演奏に魅了
ストリートピアノコンサート2025

　10月1日、歌手で甲州市観光大使の小林幸子さんが、自
らオーナーを務める「さっちゃん葡萄園」でぶどうの収穫
を行いました。収穫された甲州種ぶどうは白ワインの原
料となるもので、11月3日の山梨ヌーボー解禁日から新
酒ワインとして販売される予定とのことです。

自らの手で丁寧に 小林幸子さんが甲州ぶどうを収穫
　10月10日、東山梨地区広域シルバー人材センター（塩
山事務所）は、10月の「シルバー人材センター事業普及啓
発月間」に合わせ、甲州市民文化会館周辺の除草作業など
を行いました。社会奉仕活動には約20名の会員が参加
し、植え込みの中の草刈りや枝の伐採などの作業を行い、
市民文化会館周辺はすっきりときれいになりました。

シルバー人材センター 社会奉仕活動

　市は9月5日に竜巻の被害を受けた静岡県牧之原市に9月21日から28日の8日間、税務課職員2名を災害派遣し
ました。派遣された2名は現地被害調査認定業務（り災証明書発行のための家屋調査）にあたりました。また、派
遣終了後の9月29日には市長に派遣報告を行い、「ニュース等で見る以上の被害状況だった」と語るなど、現地での
体験を現地の写真や資料を交えながら報告しました。

静岡県牧之原市へ職員を派遣

TOPICS

　阪神淡路大震災を契機に、平成7年以降、モデル市町村を選定し、山梨県と共催で実施している山梨県地震防災
訓練が、令和7年度は、峡東地域（甲州市）での開催となりました。山梨県および甲州市が、災害対策本部を設置
し、各防災関係機関、地元住民の協力の下、情報伝達、被害状況把握、交通規制、物資運搬、避難所設置、救出救助、
炊き出し、ライフライン復旧など総合的な災害応急対策訓練を実施します。会場では訓練の見学や防災に関す
る展示・体験等ができますのでぜひご参加ください。

訓練実施日時 　11月23日（日・祝） 午前8時30分～正午
開 催 場 所

メイン会場：勝沼中学校校庭　　避難所訓練会場：勝沼体育館　　福祉避難所訓練会場：勝沼勤労者体育館
孤立集落訓練会場：大和スポーツ公園　　駐車場：勝沼小学校
参加予定機関

山梨県警察本部（警備部警備第二課・警備部機動隊・交通部交通機動隊）、日下部警察署、山梨県消防長会、
東山梨行政事務組合東山梨消防本部、陸上自衛隊東部方面特科連隊、自衛隊山梨地方協力本部、
国土交通省関東地方整備局甲府河川国道事務所、甲府地方気象台、
中日本高速道路（株）八王子支社甲府保全サービスセンター、山梨DMAT、災害支援病院、
山梨県社会福祉協議会、山梨県重機・建設解体工事業協同組合、山梨災害ボランティア連絡会議、
山梨県災害リハビリテーション支援関連団体協議会、NPO法人災害ボランティア未来会、三和防災（株）、
東八防災（株）、甲州市自主防災組織、甲州市社会福祉協議会、甲州市赤十字奉仕団、甲州市消防団、
甲州市防災士連絡会、塩山市民病院、甲州市医師会、甲州市薬剤師会、山梨県、甲州市　他多数機関参加
訓 練 想 定

　11月23日（日・祝）午前8時20分頃、甲州市を震源とするM7.3の曽根丘陵断層地震が発生し、甲州市では最大
震度7の揺れを観測。
　甲州市では、家屋の倒壊、土砂崩落等により負傷者が発生したほか、揺れや液状化により、水道管破裂、電柱倒
壊、電話線断線など、ライフラインにも被害が発生、中央本線や中央自動車道にも寸断や法面崩落等が発生。
訓 練 項 目

○情報収集に関する訓練 災害対策本部設置・運営訓練、被害状況偵察訓練 等
○救出・救助に関する訓練 関係機関による救出・救助訓練、医療救護訓練 等
○避難所運営に関する訓練 避難所開設・運営訓練、福祉避難所開設・運営訓練、炊き出し訓練
○物資輸送に関する訓練 交通規制、緊急車両誘導訓練、緊急物資輸送訓練 等
○その他　災害ボランティアセンター設置・運営訓練、ライフライン応急復旧訓練、展示・啓発・体験 等
市の関連する項目

災害対策本部設置・運営訓練：甲州市、甲州市消防団
放水訓練：甲州市消防団
医療救護訓練：塩山市民病院、甲州市医師会、甲州市薬剤師会 等
避難所開設・運営訓練：甲州市自主防災組織（勝沼地区自主防災会） 等
炊き出し訓練：甲州市赤十字奉仕団 等
災害ボランティアセンター設置・運営訓練：甲州市社会福祉協議会 等
展示・啓発・体験：甲州市防災士連絡会

令和7年度山梨県地震防災訓練

当日、訓練に伴い勝沼地区内の防災行政無線にてサイレン吹鳴等の放送
を行いますので、実際の災害とお間違いにならないようご注意ください。

 総務課 防災機器管理室　☎32-5041
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甲州市議会議員一般選挙

期 間 	 11月3日（月・祝）～11月8日（土） 午前8時30分～午後8時
場 所 	 市役所本庁舎 1階 市民ギャラリー／勝沼防災センター／大和公民館
※期日前投票は、住所に関係なくいずれの投票所でも投票が可能です。

 期日前投票
　投票日当日、都合により投票所に行けない場合には、選挙期日前であっても、選挙期日と同じ方法で期
日前投票を行う事ができます。
※入場券裏面の宣誓書兼請求書に氏名等を記入して、期日前投票所にお持ちください。

 移動期日前投票所の開設について
　選挙人の投票機会の確保および利便性の向上を図ることを目的に、移動期日前投票所を次のとおり開
設します。

投票方法
　通常の期日前投票と同様の方法で投票できますが、二重投票防止のため、受付の際に市選管本部との
電話確認等の手続きを行います。そのため、通常より多少お時間を要する場合がありますので、あらか
じめご了承ください。

玉宮分団旧四部詰所（玉宮バス停前）
11月5日（水）午後1時～2時30分
11月7日（金）午前10時～11時30分

神金第六区集会所
11月5日（水）午前10時～11時30分
11月7日（金）午後3時30分～5時

下柚木公会堂
11月5日（水）午後3時30分～5時
11月7日（金）午後1時～2時30分

市営景徳院駐車場
11月4日（火）午後1時～2時30分
11月6日（木）午後3時30分～5時

市営天目山駐車場
11月4日（火）午前10時～11時30分
11月6日（木）午後1時～2時30分

いちやまマート塩山店
11月3日（月・祝）午前9時30分～午後5時
11月6日（木）午前9時30分～11時30分

開設場所および日時

 共通投票所
　共通投票所は、甲州市の選挙人名簿に登録されている選挙人は誰でも投票できるもので、市内2ヵ所
（第1・第12投票区）に設けます。開設日時は投票日当日の午前7時から午後8時までです。投票日当日、
入場整理券に記載の指定投票所または共通投票所のどちらかで投票できます。

 投票所への移動支援（デマンド型）を実施します
　投票所への自力による移動手段がない選挙人に対して、事前登録および予約制により、自宅（選挙人名
簿登録住所）と投票所との間を無料で送迎（タクシー等を配車）します。なお、移動支援は、投票日当日に
限り実施します。
　ご利用にあたっては、事前登録が必要となりますので、移動支援を希望される方は、お問い合わせくだ
さい。

 当日投票所一覧 ※当日投票区の詳細は、入場整理券で必ずご確認ください。

投票区
投票所を設ける場所

施設の名称 所在地

第1投票区	共通投票所 甲州市役所市民ギャラリー 塩山上於曽1085番地1

第2投票区 塩山南小学校屋内運動場 塩山上於曽1028番地

第3投票区 山梨県立産業技術短期大学校 塩山上於曽1308番地

第4投票区 甲州市民文化会館 塩山上塩後240番地

第5投票区 奥野田小学校屋内運動場 塩山熊野964番地1

第6投票区 大藤小学校屋内運動場 塩山上粟生野492番地1

第7投票区 神金公民館 塩山上萩原9番地

第8投票区 東京都水道局水源管理事務所	落合出張所 塩山一ノ瀬高橋216番地

第9投票区 玉宮公民館 塩山竹森3381番地

第10投票区 井尻小学校屋内運動場 塩山上井尻675番地1

第11投票区 松里小学校屋内運動場 塩山小屋敷1378番地

第12投票区	共通投票所 勝沼防災センター 勝沼町勝沼756番地1

第13投票区 祝小学校屋内運動場 勝沼町下岩崎1002番地1

第14投票区 東雲小学校屋内運動場 勝沼町休息1560番地1

第15投票区 菱山営農センター 勝沼町菱山1778番地

第16投票区 大和ふるさと会館 大和町初鹿野1693番地1

 甲州市選挙管理委員会事務局　☎32-5041

告 示 日 	 11月2日（日）　　投 票 日 		11月9日（日）
投票時間 	 午前7時～午後8時	※第8投票区のみ午後6時に投票終了となります。
※告示日（11月2日）において、立候補届出者数が定数17名を越えなかった場合は無投票となります。

投票入場整理券について
　ハガキで告示日（11月2日）以降、順次郵送します。
※入場整理券が届いていない場合や紛失した場合でも、選挙人名簿に載っていれば投票することができま
す。本人確認のできるもの（免許証、マイナンバーカード、保険証等）をお持ちのうえ投票所で係員に申
し出てください。

※入場整理券は投票所で選挙人名簿の照合をスムーズに行うためのものであり、投票用紙の引換券ではあ
りません。
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　甲州市では、8月28日開会の令和7年甲州市議会9月定例会へ令和6年度決算に係る財政健全化

判断比率及び資金不足比率について報告しました。いずれの指標も早期健全化基準または経営

健全化基準以下であり、審査した監査委員の意見でも「健全な状態にある」とされました。

　前年度の比率との比較では、実質公債費比率で0.8ポイント減少、将来負担比率で20.6ポイン

ト減少し、26.9%と改善されました。なお、実質赤字比率、連結実質赤字比率及び公営企業の資金

不足比率については、赤字額等がないことから、比率は算定されませんでした。

令和6年度甲州市決算に係る財政の健全化判断比率
及び地方公営企業の資金不足比率を公表します

備　考
実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合、比率は算定されないことから「―」と表示されます。

【参考】令和5年度実質公債費比率：14.3%　令和5年度将来負担比率：47.5%

健全化判断比率
項　　目 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

健全化判断比率 ― ― 13.5 26.9 

早期健全化基準 13.27 18.27 25.0 350.0 

実質赤字比率
地方公共団体の一般財源の標準規模を示す「標準財政規模」に対して、一般会
計等の実質赤字額が占める割合を示す指標です。実質赤字額がない場合は算
定されません。

連結実質赤字比率
「標準財政規模」に対して、地方公共団体の全会計（ただし、財産区特別会計は
含まない）の実質赤字額の合計額の占める割合を示す指標です。連結実質赤
字額がない場合は算定されません。

実質公債費比率
一般会計の公債費や公営企業債の償還に充てるための繰出金等に係る財政負
担の程度を示す指標です。

将来負担比率
一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の「標準財政規模」に対する比率で
す。算出された数値は、一般会計等が背負っている負債が、「標準財政規模」に
対し、どの程度であるかを表しています。

（単位：％）

備　考 
資金不足額がない場合、比率は算定されないことから「―」と表示されます。

資金不足比率
会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準

水道事業会計 ― 20.0 

勝沼ぶどうの丘事業会計 ― 20.0 

勝沼病院事業会計 ― 20.0 

下水道事業会計 ― 20.0 

資金不足比率 公営企業ごとの資金の不足額が、事業の規模に対してどの程度あるか
を示す指標です。資金不足額がない場合は算定されません。

（単位：％）

 財政課 財政担当　☎32-5060

11月は児童虐待防止推進月間です
「知らせよう　あなたが　あの子の声になる」
（令和7年度「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」標語）

あなたの身近に「虐待かも?」と思われるこどもはいませんか？
　「もし違ったらどうしよう」「虐待かもしれないけれど、確信が持てない…」とためらってしまうかもしれ
ません。しかし、連絡する人が虐待かどうかを判断する必要はありません。虐待のサインを少しでも感じ
たら、ためらわずに連絡して下さい。「あなた」の勇気が、こどもを守るための大きな一歩となります。

・匿名で連絡できます　
・連絡した人の個人情報や電話の内容に
関する秘密は守られます
・連絡により保護者への支援にもつなが
ります

気がかりな子どものサイン
〇悲鳴や泣き声が聞こえる
〇不自然なアザや火傷のあとがある
〇洋服や身体がいつも汚れている
〇急にやせた
〇表情が乏しい
〇家に帰りたがらない。（帰宅拒否） など

保護者のサイン
〇こどもを置いてよく出かける
〇人前でこどもを厳しく叱る・叩く
〇家の中や外が散らかっていて、不衛生
〇こどもの健康や安全を考えない 
〇地域や隣近所との交流がない など

「虐待かも…」と思ったら
 子育て支援課　☎32-5081／☎33-2203
 児童相談所虐待対応ダイヤル　☎189（お住いの地域の児童相談所におつなぎします。）
 山梨県中央児童相談所　☎055-288-1561（緊急・夜間含む）

子ども、家庭に関する相談
 子育て支援課 こども家庭相談担当　☎33-2203
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いきいきライフ通信

糖尿病を知ろう
全国糖尿病習慣 11/9（日）～11/15（土）

糖尿病を知ろう
全国糖尿病習慣 11/9（日）～11/15（土）

糖尿病を知ろう
全国糖尿病習慣 11/9（日）～11/15（土）

令和7年8月の医療費
国保連診療報酬請求額基準

	 2億4,501万円（前年同月比	△684万円）
	 3万3,276円（前年同月比	+406円）

市の医療費全体
市の1人当たり医療費

 甲州市食生活改善推進員会事務局（健康増進課 健康づくり担当内）　☎33-7812

 健康増進課 保健事業担当　☎34-5436

 健康増進課 健康企画・地域医療担当　☎32-5014

「1.自分の健康状態を知ること」
年1回は健診を受けましょう。初期は症状がないため、検査データから健康状態を見ることができます。

早く気付けば、生活改善で糖尿病の発症が防げます。

「2.糖尿病治療中の方は、定期受診を継続すること」
適切な治療を受け、血糖値をコントロールすることで、合併症の予防ができます。

「3.バランスの良い食事や適度な運動をすること」
ご自身にあった食事・運動の相談ができる「糖尿病なんでも相談」をご利用ください。
気になる方は、下記へお電話で申し込みください。

皆さんができる糖尿病予防！皆さんができる糖尿病予防！

　身体の中で、糖をエネルギー源に変える

「インスリン」というホルモンが、うまく働

かないことが原因で、血液中の糖（血糖）が

増えてしまう疾患です。

　血糖値が高い状態が続くと、血管が硬

く・もろくなり、脳卒中や虚血性心疾患（心

筋梗塞）になりやすくなります。

糖尿病とは？糖尿病とは？

参考）山梨県糖尿病重症化予防資料より

　市では、食生活改善推進員（通称「食改さん」）が、「食」を中心としたさまざまな健康づくり活動をしています。

　その1つとして、家庭を訪問し、減塩を推進する活動に取り組んでいます。

　食改さんが、汁物の塩分測定ができる測定器「減塩くん」を使用して近所のお宅

へ塩分チェックに伺いますので、「うちの味噌汁の塩分を知りたい！測ってほし

い！」という方は、地域の食改さんにお声かけください。

●期間：令和8年1月下旬まで
●測定対象：味噌汁やスープなどの汁物
　食塩を摂りすぎると、高血圧などの生活習慣病を引き起こすリスクが高まります。まずは、普段飲んでいる汁

物がどのくらいの塩分か確認することが減塩をはじめる第一歩です。

地域の“食改さん”がお宅へ塩分チェックに伺います！

高齢者が住み慣れた地域で、
安心して生活できるよう
「在宅医療」が支えます

　市では、高齢者が出来る限り馴染みの人間関係や居住環境の中で安心して自分らしい生活を続
けることができるよう、医療・介護・福祉・生活支援などが一体的に提供される地域包括ケアシス
テムの構築・推進に取り組んでいます。

　自分らしい生活を続けられるよう、療養しているご本人の日常生活を支える医療のことをいい
ます。在宅医療では、それぞれの専門知識をもつ医療職が連携し、自宅等※を訪問することで専門
的なサービスを受けることができます。
※自宅、有料老人ホーム、グループホームなど

在宅医療とは？

　「在宅医療を受けたい」「どのような支援を受けられるか知りたい」方は、かかりつけ医（入院中
の方は医師、看護師、医療相談室等）やケアマネジャーへご相談ください。

訪問診療
通院が困難な方の自宅等に医師が訪問し、診療を行いま
す。

訪問歯科診療・訪問歯科衛生指導
通院が困難な方の自宅等に歯科医師・歯科衛生士が訪問
し、歯の治療や入れ歯の調整等を通じて食事を噛んで飲み
込めるよう支援を行います。

訪問看護
看護師等が自宅等に訪問し、安心した生活を営めるよう処
置や療養中の世話等を行います。

訪問薬剤管理
通院が困難な方の自宅等に薬剤師が訪問し、薬の飲み方や
飲み合わせ等の確認・管理・説明等を行います。

訪問リハビリテーション
通院が困難な方の自宅等に理学療法士・作業療法士・言語
聴覚士が訪問し、運動機能や日常生活で必要な動作を行え
るように、訓練や家屋の適切な改修の指導等を行います。

訪問栄養食事指導
管理栄養士が自宅等に訪問し、病状や食事の状況、栄養状
態や生活の習慣に適した食事等の栄養管理の指導を行い
ます。

在宅医療で受けられる主なサービス

運転免許証を返納して、通院が難しくなってきたのよね

退院して自宅に帰るけれど、まだ少し体調が不安だわ

飲んでいるお薬がたくさんで、一人暮らしだからつい飲み忘れてしまうわ

こんなお困りごとはありませんか？

　このようなとき、病状や治療方針等に応じて “在宅医療”が利用できるかもしれません。

　山梨県は全国と比較すると、HbA1c 5.6％以上6.5％未満、6.5％以上8.0％未満の割合が多く血

糖値が「ちょっと高い」方が多いことが特徴です。

　少し高い状態が長く続くと合併症のリスクが高まる可能性があるため、早期の予防が重要です。

　市では、糖尿病の発症や重症化予防に力を入れ、取り組んでいます。
HbA1c：血液検査でわかる数値　過去１～2ヵ月の平均血糖値を表したもの。
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子どもの成長・発達について、一人で悩まずご相談ください子どもの成長・発達について、一人で悩まずご相談ください

 健康増進課 健康づくり担当　☎33-7812

 勝沼支所 市民福祉・地域担当　☎44‐1111
 山梨県赤十字血液センター　☎055-251-5891

　秋も深まり運動会やイベントなどに参加する子どもたちを見ていると成長を感じる場面がたくさんあるのではないで
しょうか。その反面、一生懸命に子育てをしているとお子さんの“できないこと”や“苦手なこと”が気になり、不安にな
ることも少なくないでしょう。
　お子さんとの関わりの中で、「なんとなく気になる」ということはありませんか？

例えば…
＜お子さん＞
・気持ちを切り替えるのが苦手　　・お友達と遊ばず、一人でいることが好き
・ことばの発達がゆっくりである　・発音が悪く、会話の中で何度も聞き返す
・繊維の多いものが飲みこめず、ずっと口に残っている　　・食べ物を噛まずに丸のみになっている
＜保護者＞
・子どもがすることにイライラしてしまう　　・どう注意をしたら伝わるか悩んでいる

　子どもの成長は一人ひとり違うものです。保健師や専門のスタッフが保護者の皆さんと一緒にお子さんの成長を見守
りサポートします。「ちょっと心配かも」と思った時は、一人で悩まずにお気軽にご相談ください。

すこやか親子相談
保健師や助産師による子育ての相談
開所日：毎週火･水 ※予約制です。
※詳細はご連絡ください。

マイ保健師（地区担当保健師）相
談を随時行っています。

すこやか発達相談
言語聴覚士･臨床心理士･歯科医師に
よる専門相談
※予約制です。　※詳細はお問い合わせください。

「秋の献血」のご案内【勝沼支所会場】「秋の献血」のご案内【勝沼支所会場】
　輸血用血液には、有効期限があります。血液が使われ
ない日はありません。皆さまのご協力をお願いします。
日　時  11月28日（金）

 午前9時30分～11時45分
 午後1時～3時30分
場　所  甲州市役所 勝沼支所駐車場
服用していても献血可能な薬

　ビタミン剤、血圧の薬、花粉症の薬、胃腸薬、高脂血症治
療薬（コレステロールを下げる薬）、アレルギー薬、高尿酸
血症治療薬（痛風の薬）
※献血の可否は、当日に検診医が最終的な判断を行います。

お願い
・予約献血をすると受付がスムーズとなり特典が受けら

れます。
・献血Web会員サービス「ラブラッド」からご予約くださ

い。
・市ホームページも併せてご覧ください。

※献血希望日時の3時間前までご予約が可能です。

・発熱が認められた場合には献血をお断りすることがあ
ります。また献血バス内での密集を避けるため、外で
お待ちいただく場合があります。

・初めて献血される方や献血カード（ラブラッドアプリ）
をお持ちでない方は、本人確認書類（運転免許証等）を
ご持参ください。

※献血手帳と献血カードの新規発行および更新は、令和8年1月4日
（日）をもって終了となります。事前にラブラッドア
プリの登録をお願いします。

その他
・健幸ポイントこうしゅう※対象です。献血で10ポイン

トもらえます。
※健康づくりに取り組み50ポイント貯めると500円券と交換でき

ます。詳細は市ホームページ、広報6月号8ページ、9ページを参照

主　催  甲州市赤十字奉仕団勝沼分団、大和分団
協　力  勝沼・大和ライオンズクラブ

ご予約はこちら→

ラブラッドの新規登録はこちら→

もしもに備える! 甲州市の災害時医療救護体制
　山梨県地震被害想定調査（令和5年5月26日発表）によると、甲州市では、曽根丘陵活断層による地震の
人的被害（負傷者）が1,036人と予測され、平時より医療需要が急増することが予測されます。また、医
療機関や医療従事者も被災するため、施設面、人員面いずれも限られた医療資源での対応が余儀なくさ
れます。
　これらを踏まえ、市では、災害時において、負傷者に対し適切に医療救護活動が行えるよう、塩山市民
病院前（塩山市民病院敷地内駐車場）に、緊急医療救護所を設置します。市医師会や市薬剤師会等関係団
体との連携により、災害発生直後から概ね72時間の間（約3日間）、この緊急医療救護所において応急処
置などを実施します。

平時の心がけも大切です
　発災時に自宅でケガをしないために、家の中に危険な場所がないよう、家具の転倒防止対策
など、日頃からの備えが重要です。
　また、常用薬やお薬手帳も忘れずに、食料品や飲料水などの備蓄品と一緒に準備しておきま
しょう。

毎年訓練を実施し、もしもに備えています

救急車による搬送
自助・共助による

応急手当

緊急医療救護所の利用や傷病者の搬送について

緊急性のない傷病者

きわめて軽度の傷病者

緊急性のある傷病者

帰　宅軽傷者

搬送

中等症者

重症者

災害拠点病院
災害支援病院

重症者  や
中等症者  の

受入れおよび治療

応急処置

市緊急医療救護所
（塩山市民病院前）

自助共助で搬送
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11月12日～25日は

「女性に対する暴力をなくす運動」期間です !
11月25日は「女性に対する暴力撤廃国際日」

自動音声ガイダンスに従い（1番）を入力すると女性の人権問題に関する相談が可能です。
午前8時30分～午後5時15分（土･日･祝日を除く）
※法務局職員および人権擁護委員が相談をお受けします。　※相談は無料で秘密は厳守されます。

〈相談ダイヤル〉　0570-003-110（ゼロゼロみんなのひゃくとおばん）

内閣府「女性に対する暴力をなくす運動期間」に合わせて
女性に関する人権相談を実施します。ひとりで悩まず電話してください。
10月1日に「女性の人権ホットライン」は「みんなの人権110番」に統合されました。

 甲府地方法務局 人権擁護課　☎055-252-7239

 市民課 市民協働推進担当　☎32-5068

暴力には、身体的なもの、精神的なもの、性的なものと、さまざまな形態があります。
暴力は男女問わず、人権を侵害する行為であり、決して許されるものではありません。

　女性に対する暴力（DV、性犯罪・性暴力、ストーカー行為、売買春、人身取引、セクシュアルハラスメント等）が、女
性の人権を著しく侵害し、男女共同参画社会を形成していく上で克服すべき重要な課題となっているため、各種機
関では、この期間に連携・協力し、社会の意識啓発など、女性に対する暴力の問題に関する取組を強化しています。

女性に対する暴力をなくす運動週間

　パープルリボンは、「女性に対する暴力をなくそう」という国際的なシンボルです。
　パープルリボンは、女性へのあらゆる暴力の根絶を広く呼びかけるとともに、被害者に対して、「ひ
とりで悩まず、まずは相談してください。」というメッセージが込められています。
　市では期間中、市役所本庁舎1階ロビーにパープルリボンツリーを展示します。
　「女性に対する暴力」根絶の願いを込めてパープルリボンの飾りつけにご参加ください。

パープルリボンとは？

各種相談窓口  
　被害は性別にかかわらず誰にでも起こります。少しでもおかしいなと思ったら、ひとりで抱え込まず、
次の機関に相談してください。

 性犯罪・性暴力被害者のための
　 ワンストップ支援センター ☎#8891

 性犯罪被害者相談 ☎#8103
 警察相談専用電話 ☎#9110
 DV相談ナビ ☎#8008

電話で相談

DV相談プラス
チャットで相談

キュアタイム

甲州市認知症カフェ
介護や認知症などについて、
お茶を囲みながらお話ししませんか？

高齢者の助っ人

　認知症の介護に関する日頃のお悩みなどを、お茶を飲み
ながらお話ししませんか？ 
　甲州市認知症カフェはご本人、ご家族、地域住民の方、ど
なたでも参加できる憩いの場です。
　事前のお申し込みは不要です。当日お気軽にご参加く
ださい。

場　所 　甲州市民文化会館 2階 第3会議室
参加費 　100円（飲み物・お菓子代）

どなたでも 参加できます！ 
◆認知症の方やご家族 　 ◆認知症について知りたい方
◆認知症について相談したい方　　◆地域にお住まいの方 など

日　時 　毎月第2木曜日 午前10時～正午

開催日

令和7年
11月13日（木）
12月11日（木）

令和8年
1月8日（木）

2月12日（木）
3月12日（木）

 介護支援課 高齢者支援担当　☎34-5434

認知症カフェに関するお問い合わせ
 社会福祉法人光風会 光風園　☎33-7511
 介護支援課 高齢者支援担当   ☎34-5434

もの忘れ相談
内　容

もの忘れ等で気になる症状がある方、病院受診を悩んでいる方やそのご家族の方へ
向けて認知症専門医による相談を実施しています。

日　時 　毎月第3金曜日／〈第1組〉午後1時30分～2時　〈第2組〉午後2時～2時30分　
※相談時間の30分前に来庁ください。普段の様子や心配ごとをお伺いします。

場　所 　市役所本庁舎
料　金 　無料
申し込み方法 　完全予約制 ※毎月第3火曜日までにお電話にてお申し込みください

認知症専門医 　日下部記念病院医師
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「ゼロカーボンシティ甲州」を目指して
ZERO CARBON CITY KOSHU

資源物の分別でごみの減量とみんなに還元
～リサイクル品目の分け方と出し方～

 環境課 ごみ減量・リサイクル推進担当　☎33-4404

※買取単価は、社会情勢によって変動があるため、3 ヶ月に一度見直しが行われます。

単位：円 /kg

区分 品目 出すときの決まり 報奨金 買取金 買取単価
対象品目 （令和７年10月～12月）

紙
類

新聞紙

新聞（広告類を含む)・雑誌・段ボール、品目ごとに分けて束ねて出してくだ
さい。

● ● 8円

雑誌 ● ● 5円

段ボール ● ● 8円

広告類 － － －

ミックス紙 紙マークのついたものが対象となります。
※汚れた紙は可燃ゴミへ

－ ● 0円

牛乳パック パックは切り開き、乾かしてから数枚を束ねて出してください。
※内側が銀色や茶色の飲料用パック類はミックス紙へ

● ● 12円

空
き
缶
類

アルミ缶 中を水洗いをして出してください。
※飲料用に使われた缶が対象です。
※さびたり、汚れたものは、不燃金属類へ
※スプレー缶、ガス缶は、ガスを出し切って不燃金属類へ

－ ● 110円

スチール缶 － － －

ビ
ン
類

生きビン 
（一升瓶・ビール瓶） ふた・キャップなどを外して、中を水洗いして出してください。

※雑ビンは透明、茶色、その他の色の３色に分けて出してください。
※食品用・飲料用に使われたビンが対象です。

－ ● 一升瓶：1円 
ビール瓶：5円

雑ビン － － －

プ
ラ
類

ペットボトル キャップとラベルを外し、中を水洗いし、つぶして出してください。
※キャップとラベルは、その他プラの日に出すようにしてください。

－ ● 35円

白色トレイ 白色トレイに限ります。
※着色トレイやコーティングされているトレイはその他プラの日に出すようにしてください。

－ － －

そ
の
他

古着 束ねて出すようにしてください。
※毛布・カーペット・布団・着物・カーテン・綿は、可燃(粗大)ごみに出すようにしてください。

● ● 10円

Androidの方 iPhoneの方

ごみ分別アプリ
操作はかんたん！便利な情報たくさん！

ごみ分別アプリを活用して、ごみの分別にご協力をお願いします。
AndroidとiPhoneそれぞれのストアからダウンロードができます。

　eLTAXは地方税の申告や納税を地方公共団体や金融機関の窓口に出向くことなく、自宅やオフィス
で、パソコンからインターネットを通じて簡単に行うことができるシステムです。
　全国の地方公共団体で組織する｢地方税共同機構｣が運営を行っており、一つの窓口からそれぞれの地
方公共団体へ電子的な手続きを実現しています。

 自宅やオフィスなどからインターネットを利用して手続きができます。
 複数の地方公共団体への申告や納税が、まとめて一度にできます。
 専用ソフト等を利用して、申告書を簡単に作成することができます。
　市では、以下の申告･申請･届出･納税の手続きが利用可能です。

詳細についてはeLTAXのホームページで確認することができます。
https://www.eltax.lta.go.jp

電子申告
個人住民税（特別徴収）	 ●給与支払報告書（総括表・個人別明細書）
	 ●公的年金支払報告書（総括表・個人別明細書）
	 ●特別徴収に係る給与所得者異動届出書
	 ●普通徴収から特別徴収への切替申請
法人市民税	 ●法人市民税の申告書（中間・確定・修正申告など）
固定資産税（償却資産）	 ●償却資産申告書
	 ●種類別明細書
市たばこ税	 ●市町村たばこ税の申告書
入湯税	 ●入湯税納入申告書

電子申請･届出　　　　　	
個人住民税（特別徴収）	 ●特別徴収義務者の名称・所在地変更届
法人市民税	 ●法人設立・設置届出書
	 ●事業年度・納税地・その他変更・異動届出書

地方税共通納税システム（電子納税）
	 ●個人住民税（特別徴収）　●法人市民税　●市たばこ税　●入湯税

11月は｢eLTAX全国一斉広報月間｣です

対象税目
●法人都道府県民税　●法人事業税　●特別法人事業税（地方法人特別税）
●法人市町村民税　●事業所税　●都道府県民税（利子割・配当割・株式等譲渡所得割）
●個人住民税（特別徴収分、退職所得分）　●地方たばこ税（都道府県たばこ税、市町村たばこ税）
●ゴルフ場利用税　●入湯税　●宿泊税

利用可能時間　土･日･祝日、年末年始を除く午前8時30分～午前0時

納税者が、自宅やオフィスからインターネット等を利用して地方税の納税手続きを電子的に行うことが
できる仕組みです。
全ての都道府県、区市町村を対象として、複数の地方公共団体へ一括して電子的な納税が可能となり、納
税事務の負担が軽減されます。

 事前に登録した金融機関口座を指定して、地方税を直接納付可能です。
 地方公共団体が指定する金融機関以外の金融機関からも納税が可能です。
 共通納税することによる手数料は無料です。

地方税共通納税システム（電子納税）とは

 税務課 市民税担当　☎32-5069　／　資産税担当　☎32-5065
　　　　　収納担当　☎32-5074　／　eLTAXヘルプデスク　☎0570-081459

　リサイクルステーションや団体回収に出された資源物は、有価物として取り扱われます。そのため、市からの報
奨金（1kg3円）と、回収業者からの買取金を合わせ、毎年1,000万円を超える金額が、それぞれ地区に還元されてい
ます。
　対象となる品目は、下記の表のとおりです。なかでも「古着」は、令和4年度までは買取単価が付きませんでした
が、令和5年度からは1kg あたり5円、さらに令和6年7月以降は、1kg あたり10円となっています。
　古着を含む有価物を正しく分別してリサイクルステーションや団体回収に出すことで、地区への還元額が増え、
地域全体のリサイクル意識の向上にもつながります。
　小さな分別の積み重ねが、持続可能な循環型社会の実現につながりますので、市民の皆さまのご協
力をお願いします。
　資源物の分け方・出し方についての詳細は、市ホームページに掲載していま
すので、二次元バーコードからご確認ください。 市ホームページはこちら
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1
日 時 　毎週水曜日（午後7時まで）および11月2日（日）午後1時～5時
場 所 　市役所本庁舎 1階 市民課

・手続きの内容：マイナンバーカードの申請、交付、更新、暗証番号の再設定
・予約方法：希望日の前開庁日までに電話でご予約ください。

夜間・休日窓口のご案内夜間・休日窓口のご案内 予約制  〈平日・日中の来庁が難しい方向け〉

 市民課 住民記録・戸籍担当　☎32-5061

3 『第16回こうしゅう福祉まつり』で申請窓口を開設します『第16回こうしゅう福祉まつり』で申請窓口を開設します

　マイナンバーカード作成の申請をされた方に、先着でお花をプレゼントします。
　カードの作成を検討中の方の申請をお待ちしています。

日 時 　11月29日（土）午前10時～午後2時
場 所 　市役所本庁舎 1階 市民課
申請に必要なもの

本人確認書類2点（運転免許証、資格確認書、年金手帳 等）

2
　市職員が訪問し、顔写真の撮影と申請を無料でサポートします。また、申請時に本人確認等の必要な条件
を満たせば、できたカードを本人限定受取郵便でご自宅へ郵送します。

団体向け  企業・学校・サークル等のご希望の場所で申請をサポート ※原則5名以上

個人向け  個人宅や入院先等で申請をサポート
対象者

1  75歳以上で外出が困難な方　　 2  乳幼児(0～6歳までの未就学児)   　
3  障がい者手帳等をお持ちの方     4  介護保険の要介護・要支援認定を受けている方 等 

訪問日時 
1  月～金曜日(祝日を除く)午前9時30分～午後4時30分
2  休日開庁日(11月2日)午後1時～4時 
※病気や身体の障害等のやむを得ない理由により本人の来庁が難しい場合は、できたカードを行政書士が代理で受領し本人にお渡しするサー

ビスも行っています。（ご利用には条件があります。）

の注意事項
・甲州市民で申請日から約2ヵ月以内に転出予定がない方が対象です。
・希望日の1週間前までに電話で予約をお願いします。
・当日は申請者本人が訪問場所にいてください。
・身体を動かすことが困難な方は、介助者等の同席をお願いします。
※詳細は、お問い合わせください。

『マイナンバーカード出張申請サポート』について『マイナンバーカード出張申請サポート』について 予約制

マイナンバーカードに
関するお知らせ

T h e  S o c i a l  S e c u r i t y  a n d  T a x  N u m b e r  S y s t e m

山梨クィーンビーズの「甲州市ホームゲーム」を
開催します

市民の皆さまの声援がチームの力になります。たくさんのご来場お待ちしております。
※詳細はお問い合わせください。

ヴァンフォーレコラボ事業 令和７年度わくわく運動健康教室「追加募集」
【姿勢×視覚×脳】を意識したトレーニングでヘルスアップし、楽しいひとときを過ごしましょう。

日 時 	 11月7日、14日、21日、28日　12月5日、12日、19日（７回）
	 いずれも金曜日、午前10時〜11時30分

会 場 	 塩山ふれあい館
対象年齢 	 55歳〜（トレーニング内容として対象年齢を設けていますが、興味のある方は参加可能です。）
参加料 	 1回500円(保険料、測定代)	※当日徴収します。返金はできません。
内 容 	 ヴァンフォーレアカデミーコーチによる姿勢矯正トレーニング・ボール運動

持ち物 	 体育館履き・飲み物・タオル・健幸ポイントスタンプカード（ある方のみ）

　バスケットボール女子日本リーグ W リーグフューチャーで活躍する山梨クィーンビーズの
「甲州市ホームタウンゲーム」を今年は小瀬スポーツ公園体育館で開催します！市民のみなさん
を無料で先着80名をご招待します。
　みんなで山梨クィーンビーズを応援しましょう!

多くの市民の皆様のご声援をお願いします。

山梨クィーンビーズ 日立ハイテク クーガーズ対戦ゲーム

 生涯学習課 スポーツ振興担当　☎32-5098

 生涯学習課 スポーツ振興担当　☎32-5098

日 時 	 11月23日（日・祝）午後1時　試合開始
会 場 	 小瀬スポーツ公園体育館（甲府市小瀬町840）
座 種 	 2階	自由席

★招待チケット★
申込方法 	 LoGoフォームからお申し込みください。　
申込期間 	 11月1日（土）午前9時〜11月20日（木）午後11時59分まで
申込人数 	 1件につき複数名のチケット申し込みが可能です。
	 小学生以下の申し込みの場合、保護者同伴となります。
配布方法 　申し込み画面を保存または印刷していただき、

 保管してください。当日、受付にて確認の上、配布します。
※ご来場の際は、上履きを持参してください。
※チケット情報は山梨クィーンビーズホームページにて更新します。
　山梨クィーンビーズホームページ▶	https://www.yamanashi-queenbees.com/

チケットのお申し込みはこちら
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６
年
ぶ
り
に
中
学
生
訪
問
団
が

ボ
ー
ヌ
市
へ

　
今
年
度
は
６
年
ぶ
り
の
中
学
生
訪
問
団
の
派

遣
と
し
て
中
学
生
18
名
、引
率
者
５
名
が
ボ
ー

ヌ
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
渡
仏
し
た
翌
日
は
パ
リ
の
歴
史
あ
る
街
並
み

や
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
な
ど
を
観
光
し
、３
日

目
か
ら
ボ
ー
ヌ
市
で
の
滞
在
が
始
ま
り
ま
し

た
。
中
学
生
は
３
泊
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験

し
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
温
か
く
迎
え
て
い

た
だ
き
な
が
ら
、フ
ラ
ン
ス
の
リ
ア
ル
な
生
活

　
訪
問
団
の
心
得
を
胸
に
フ
ラ
ン
ス
に
行
き
、

日
本
と
の
違
い
を
街
の
雰
囲
気
や
食
生
活
、挨

拶
な
ど
の
様
々
な
こ
と
か
ら
感
じ
ま
し
た
。
伝

統
的
な
建
物
や
、観
光
名
所
を
見
て
周
り
、ガ
イ

ド
さ
ん
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、フ
ラ
ン
ス
の
歴

史
に
つ
い
て
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ボ
ー
ヌ
市
の
モ
ン
ジ
ュ
中
学
校
に
訪
れ
た

際
に
は
多
く
の
生
徒
に
歓
迎
さ
れ
、と
て
も
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
約

一
週
間
の
間
、日
本
を
離
れ
て
過
ご
す
こ
と
へ

の
不
安
な
気
持
ち
や
、う
ま
く
言
葉
が
伝
わ
ら

な
い
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
る
場
面
も
あ
り
ま
し

た
が
、そ
れ
ぞ
れ
が
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
、

多
く
の
学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
実
感
し

て
い
ま
す
。 

私
は
今
回
の
訪
問
を
通
し
て
、フ

ラ
ン
ス
の
良
い
と
こ
ろ
を
た
く
さ
ん
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、日
本
の
良

い
と
こ
ろ
に
も
た
く
さ
ん
気
づ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
ん
な
に
も
安
全
に
過
ご
せ
た
の

は
、多
く
の
方
々
の
支
え
や
、夏
休
み
中
か
ら
一

緒
に
勉
強
を
し
て
く
れ
た
訪
問
団
の
仲
間
が
い

た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
暖
か
く
迎

え
て
く
れ
た
ボ
ー
ヌ
市
の
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
も

忘
れ
ず
、こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
の
将
来
に
繋
げ

て
い
き
た
い
で
す
。

や
文
化
に
触
れ
る
、貴
重
な
交
流
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、歓
迎
会
で
は
同
年
代
の
子
ど
も
た
ち

に
日
本
の
文
化
を
伝
え
る
発
表
を
行
い
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
が
夏
休
み
か
ら
準
備
し
た
折
り

紙
や
福
笑
い
、じ
ゃ
ん
け
ん
列
車
な
ど
を
英
語

で
説
明
し
、一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。
さ
ま
ざ

ま
な
ボ
ー
ヌ
市
の
施
設
を
見
学
し
、日
本
と
は

ま
っ
た
く
違
っ
た
歴
史
や
文
化
を
直
接
肌
で
感

じ
る
学
び
多
き
体
験
を
し
て
、達
成
感
に
あ
ふ

れ
た
様
子
で
帰
国
し
ま
し
た
。

　
な
お
、来
年
は
姉
妹
都
市
締
結
50
周
年
の
記

念
の
年
と
な
り
ま
す
。

姉
妹
都
市

フ
ラ
ン
ス
共
和
国

ボ
ー
ヌ
市

中学生訪問団レポート
　市は9月15日（月）〜22日（月）
の8日間、姉妹都市のフランス共
和国ボーヌ市へ中学生訪問団を派
遣しました。

友好親善訪問団 生徒代表
小川 莉央（塩山中学校3年）

姉
妹
都
市
の
絆
を
深
め
た

友
好
親
善
訪
問

　
甲
州
市
は
来
年
、フ
ラ
ン
ス・ボ
ー
ヌ
市
と
の

姉
妹
都
市
協
定
締
結
50
周
年
を
迎
え
る
記
念
す

べ
き
年
と
な
り
ま
す
。
皆
様
の
温
か
い
ご
理
解

と
ご
支
援
の
も
と
、
2
0
1
9
年
以
降
途
絶
え

て
い
た「
甲
州
市
中
学
生
ボ
ー
ヌ
市
友
好
親
善

訪
問
」を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
9
月
15
日
か
ら
22
日
ま
で
、「
元
気・笑
顔・思

い
や
り
」を
心
得
と
し
た
18
名
の
中
学
生
が
、パ

リ
、ボ
ー
ヌ
、そ
し
て
約
1
5
0
年
前
に
二
人
の

若
者
が
ワ
イ
ン
づ
く
り
を
学
ん
だ
地・
ト
ロ
ワ

を
訪
問
し
ま
し
た
。
特
に
4
日
間
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
で
は
、生
徒
た
ち
は
温
か
く
迎
え
入
れ

ら
れ
、言
葉
の
壁
を
越
え
て
心
を
通
わ
せ
る
貴

重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
過
ご
し

た
日
々
は
、こ
れ
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を

生
き
抜
く
た
め
に
必
要
な
資
質・能
力
を
育
む
、

大
変
貴
重
な
時
間
に
な
っ
た
と
確
信
し
て
い
ま

す
。

　
今
回
の
訪
問
を
通
じ
て
、甲
州
市
と
ボ
ー
ヌ

市
の
友
好
の
絆
は
従
前
に
も
ま
し
て
深
ま
っ
た

も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

友好親善訪問団 団長
小林 俊彦（教育長）
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 税務課 収納担当　☎32-5074

お忘れにならないようご注意ください。
※口座振替の方は、12月1日（月）に振替えますので、前日ま

でに残高をご確認ください。
※納税相談を税務課収納担当窓口にて随時行っています。

1212月月11日（月）日（月）が納期限です。

国民健康保険税第5期の納期限について

お
知
ら
せ

税
務
課
資
産
税
担
当
か
ら
の

お
知
ら
せ

◎ 

賃
貸
用
家
屋
を
お
持
ち
の
方
へ

 

賃
貸
用
家
屋（
ア
パ
ー
ト
、マ
ン
シ
ョ
ン
、

戸
建
て
）を
所
有
し
て
い
る
場
合
、そ
れ

に
付
随
す
る
設
備
等
が
償
却
資
産
の
課

税
対
象
と
な
り
、固
定
資
産
税
が
発
生
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

次
の
基
準
に
よ
り
償
却
資
産
に
該
当
し

た
場
合
は
、賃
貸
用
家
屋
の
戸
数
や
床
面

積
の
大
小
に
関
わ
ら
ず
、毎
年
１
月
31
日

ま
で
に
償
却
資
産
の
所
有
状
況
を
申
告

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

● 

賃
貸
用
家
屋
の
主
な
償
却
資
産

〇 

構
築
物

外
構
工
事（
駐
車
場
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗

装
、駐
車
場
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
、コ
ン

ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
外
周
フ
ェ
ン

ス
、側
溝
、外
灯
、自
転
車
置
場
、花
壇
、緑

化
施
設
）、ゴ
ミ
置
場
、物
置
な
ど

〇 

建
物
附
属
設
備・機
械・装
置

受
変
電
設
備（
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
）、電
力
引

込
設
備
、屋
外
給
排
水
設
備
、屋
外
ガ
ス

設
備
、太
陽
光
発
電
設
備
な
ど

〇 

工
具・器
具・備
品

市
制
20
周
年
記
念「
や
ま
な
し
偉
人
伝

～
雨
宮
敬
次
郎
編
～
」が
放
送
さ
れ
ま
す

 

甲
州
市
制
施
行
20
周
年
を
記
念
し
て
、山

梨
郡
牛
奥
村（
現・
塩
山
牛
奥
）出
身
の

実
業
家
、雨
宮
敬
次
郎
の
功
績
を
紹
介
す

る「
や
ま
な
し
偉
人
伝
～
雨
宮
敬
次
郎
編

～
」が
放
送
さ
れ
ま
す
。

雨
宮
敬
次
郎
は
、日
本
で
の
機
械
製
粉
の

導
入
や
長
野
県
軽
井
沢
の
開
拓
を
は
じ

め
、中
央
本
線
の
開
通
に
尽
力
し
、『
天
下

の
雨
敬
』『
鉄
道
王
』な
ど
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

 

11
月
２
日（
日
）

　 

午
後
１
時
27
分
～
１
時
57
分

● 

放
送
局
　
U
T
Y
テ
レ
ビ
山
梨

 

生
涯
学
習
課 

文
化
財
担
当

☎
32
‐
５
０
７
６

ぶ
ど
う
の
国
文
化
館

施
設
利
用
貸
出
の
再
開
に
つ
い
て

 

ぶ
ど
う
の
国
文
化
館
内
の
施
設
改
修
工

事
完
了
に
伴
い
、「
研
修
室
」、「
和
室
」の

施
設
利
用
予
約
お
よ
び
貸
出
を
再
開
し

ま
し
た
。

施
設
利
用
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

生
涯
学
習
課 

文
化
財
担
当

☎
32
‐
５
０
７
６

ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン（
壁
掛
型
）、
郵
便
受

け
、宅
配
ボ
ッ
ク
ス
な
ど

● 

家
屋
と
償
却
資
産
の
区
分

建
物
本
体
や
電
気
設
備
、衛
生
設
備
、空

調
設
備
等
の
付
属
設
備
の
中
で
、家
屋
と

構
造
上
一
体
と
な
っ
て
い
る
も
の
に
つ

い
て
は
、固
定
資
産
税
に
お
け
る
家
屋
に

該
当
す
る
た
め
、償
却
資
産
の
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

● 

少
額
の
資
産
に
つ
い
て

償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）に
お
い
て
申

告
の
対
象
に
な
ら
な
い
、「
少
額
資
産
」は

次
の
と
お
り
で
す
。

① 

取
得
価
格
が
10
万
円
未
満
の
資
産
の
う

ち
、一
時
的
に
損
金
算
入
し
た
も
の
。

② 
取
得
価
格
が
20
万
円
未
満
の
資
産
の
う

ち
、３
年
間
で
一
括
償
却
し
た
も
の
。

 
税
務
課 

資
産
税
担
当

☎
32
‐
５
０
６
５

要
申
込

年
末
調
整
に
お
け
る
基
礎
控
除
の
見
直

し
等
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

 

給
与
の
支
払
者（
源
泉
徴
収
義
務
者
）を

対
象
に
、令
和
７
年
分
の
年
末
調
整
に
お

け
る
基
礎
控
除
の
見
直
し
等
に
関
す
る

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

な
お
、説
明
会
場
で
は
、年
末
調
整
関
係

の
用
紙
の
配
布
は
行
い
ま
せ
ん
。

 

山
梨
税
務
署
管
内
の
源
泉
徴
収
義
務
者

 

11
月
19
日（
水
）、20
日（
木
）、

25
日（
火
）、26
日（
水
）

 

各
日
と
も
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

（
10
時
受
付
開
始
）、
午
後
２
時
～
３
時

（
１
時
30
分
受
付
開
始
）

※ 

午
前・午
後
と
も
内
容
は
同
じ
で
す
。

予
約
不
要
・
無 

料

令
和
７
年
度
介
護
就
職
デ
イ

（
福
祉・介
護
の
し
ご
と
就
職
面
接
会
）

 

福
祉
分
野
の
仕
事
で
就
職
希
望
の
方
を

対
象
に
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
24
社
程
度
の
事
業
所
が
参
加
予

定
で
す
。

 

11
月
13
日（
木
）

 

午
後
２
時
～
４
時

（
午
後
１
時
30
分
受
付
開
始
）

 

ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府

※ 

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
塩
山

☎
33
‐
８
６
０
９

労
働
保
険
加
入
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

 

11
月
は「
労
働
保
険
未
手
続
事
業
一
掃
強

化
期
間
」で
す
。
労
働
者
を
１
人
で
も
雇

用
し
て
い
る
事
業
主
は
、
法
人・
個
人
を

問
わ
ず
、
原
則
と
し
て
労
働
保
険（
労
災

保
険・
雇
用
保
険
）の
加
入
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
労
働
保
険
が
未
手
続

の
事
業
所
は
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
塩
山

☎
33
‐
８
６
０
９

● 

定
員
　
各
回
30
名

 

山
梨
法
人
会
館 

２
階 

会
議
室

 

事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

山
梨
税
務
署 

法
人
課
税
部
門

☎
22
‐
１
４
１
１

※ 

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流
れ
ま
し
た
ら

「
２
」を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

11
月
30
日（
い
い
み
ら
い
）は

「
年
金
の
日
」で
す

 

ご
自
身
の
年
金
記
録
や
年
金
見
込
額
を

確
認
し
、将
来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」を
ご
利
用
い
た
だ

く
と
、パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
記
録
を
確

認
で
き
る
ほ
か
、ご
自
身
の
年
金
記
録
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
設
定
し
た
上
で
、

年
金
見
込
額
の
試
算
を
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

詳
細
は
、日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○ 

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
）

申
込
不
要

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

 

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、認
知
症
の
ご
本
人

と
そ
の
家
族
、高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る

ご
家
族
、ま
た
は
地
域
の
方
な
ど
誰
も
が

気
軽
に
参
加
で
き
、集
え
る
場
所
で
す
。

飲
み
物
を
片
手
に
お
互
い
に
情
報
交
換

や
交
流
を
し
た
り
、認
知
症
に
詳
し
い
専

相

　談

要
予
約

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
個
別
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

 

市
内
で
空
き
家
や
今
後
空
き
家
に
な
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
物
件
を
所
有
し
て

い
る
方
で
甲
州
市
空
き
家
情
報
バ
ン
ク

を
利
用
し
て
空
き
家
の
活
用
、売
却
、処

分
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
に
ご
利
用
い

た
だ
き
た
い
相
談
会
で
す
。
市
の
担
当

者
と
不
動
産
の
専
門
家
が
対
応
し
ま
す
。

Z
O
O
M
を
利
用
し
た
相
談
も
可
能
で

す
。

 

11
月
19
日（
水
）

 

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

 

市
役
所
本
庁
舎 

２
階 

第
２
会
議
室

 

市
内
で
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
方
、今

後
空
き
家
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

状
態
に
あ
る
家
屋
の
所
有
者
、
管
理
者
、

相
続
予
定
者（
業
者
は
除
く
）

● 

定
員 

４
組（
先
着
順
） 

１
組
40
分
ま
で

 

相
談
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
、納
税
通
知

書
、空
き
家
の
写
真・登
記
簿
、建
築
関
係

書
類
を
お
持
ち
い
た
だ
く
と
ス
ム
ー
ズ

に
進
み
ま
す
。

 

11
月
17
日（
月
）ま
で
に
電
話
ま
た
は
二

次
元
コ
ー
ド
に
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

 

政
策
秘
書
課 

地
域
未
来
戦
略
担
当

☎
32
‐
５
０
３
７

門
職
ス
タ
ッ
フ
に
、認
知
症
の
こ
と
や
介

護
の
こ
と
、日
々
の
生
活
で
心
配
な
こ
と

な
ど
を
相
談
し
た
り
し
な
が
ら
、ゆ
っ
く

り
と
し
た
時
間
を
一
緒
に
過
ご
し
ま
せ

ん
か
。

 

11
月
13
日（
木
）毎
月
第
２
木
曜
日

 

午
前
10
時
～
正
午

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

２
階 

第
３
会
議
室

 

１
０
０
円（
飲
み
物・お
菓
子
代
）

 

介
護
支
援
課 

高
齢
者
支
援
担
当

☎
34
‐
５
４
３
４

社
会
福
祉
法
人
光
風
会 

光
風
園

☎
33
‐
７
５
１
１

　納税の公平性と安定した税収を確保するため、「県下一斉滞納整理強化期間」を設定し、県
税と市町村税の滞納者に対して、山梨県総合県税事務所と市町村による合同捜索やタイヤ
ロックなどを重点的に実施します。
　災害、ご本人や家族の病気、失業など、やむを得ない事情で納税が困難な場合は必ず納期
限までに該当する市町村・県までご相談ください。

〈期間〉 11月1日（土）～12月26日（金） 
 税務課 収納担当　☎32-5074／山梨県総合県税事務所　☎055-261-9111

県下一斉滞納整理強化期間

相

　談

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ ：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

お
知
ら
せ

相

　談

お
知
ら
せ

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」

25 24令 和 7 年 1 1 月広 報 こうしゅう



有
料
広
告

予
約
不
要
・
無 

料

合
同
相
談

 

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
毎
月
開
催
し

て
い
ま
す
。
行
政
、人
権
、家
庭
の
こ
と

で
お
悩
み
の
方
は
、こ
の
機
会
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

 

11
月
14
日（
金
）

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時

 

市
役
所
本
庁
舎 

２
階 

第
１
会
議
室

 

甲
州
市
民

 

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
５
８
３

要
予
約
・
無 

料

無
料
法
律
相
談

 

11
月
17
日（
月
）

 

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

 

勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー 

２
階 

会
議
室
Ａ

 

甲
州
市
民

● 

定
員
　
６
名（
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

※ 

11
月
５
日（
水
）午
前
８
時
30
分
～
14
日

（
金
）午
後
５
時
15
分
ま
で
予
約
を
受
け

付
け
ま
す
。

※ 

な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設

け
る
た
め
、ご
利
用
は
原
則
、年
度
内
１

回
限
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

要
予
約
・
無 

料

甲
府
年
金
事
務
所
出
張
相
談

 

年
金
請
求
手
続
き
、年
金
受
給
者
の
死
亡

に
関
す
る
手
続
き
、
年
金
加
入・
納
付
記

録
の
確
認
や
年
金
額
の
計
算
な
ど

 

11
月
27
日（
木
）

 

午
前
の
部
　
午
前
10
時
～
正
午

　 

午
後
の
部
　
午
後
１
時
～
４
時

 

市
役
所
本
庁
舎 

１
階 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

 

基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の（
年
金
手

帳
、年
金
証
書
等
）お
よ
び
本
人
確
認
書

類（
運
転
免
許
証
等
）を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
ま
た
代
理
人
の
方
が
お
越
し
の
場

合
は
、委
任
状
と
代
理
人
の
方
の
本
人
確

認
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

 

甲
府
年
金
事
務
所

☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
１
４
３
１

要
予
約
・
無 

料

あ
ん
し
ん
相
談

 

閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
た
、
無
口
に

な
っ
た
、会
社
や
学
校
に
行
け
な
い
、家

族
関
係
や
友
人
関
係
が
う
ま
く
い
か
な

い
な
ど
、心
の
悩
み
や
不
安
を
中
心
と
し

た
相
談
に
応
じ
ま
す
。

 

随
時（
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。）

 

午
前
９
時
～
午
後
４
時

 

来
所
を
基
本
と
し
ま
す
が
、ご
事
情
に
よ

り
訪
問
等
の
対
応
も
行
い
ま
す
。
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

 

福
祉
総
合
支
援
課 

相
談
支
援
担
当

☎
32
‐
０
２
８
５

32
‐
５
０
７
９

予
約
不
要
・
無 

料

勝
沼・大
和
地
域
行
政
相
談

 

行
政
へ
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
、行
政
相
談

委
員
が
身
近
な
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

11
月
21
日（
金
）

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時

 

大
和
ふ
る
さ
と
会
館 

２
階 

研
修
室
３

 

甲
州
市
民

 

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
５
８
３

予
約
不
要
・
無 

料

消
費
生
活
相
談

 

消
費
生
活
相
談
員
が
消
費
生
活
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル（
電
話
詐
欺
や
架
空
請
求
、

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
等
）の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
お
困
り
の
方
は
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

 

甲
州
市
民
、山
梨
市
民

◎ 

甲
州
市
会
場

 

11
月
５
日（
水
）／
12
日（
水
）／

19
日（
水
）／
26
日（
水
）

 

午
前
９
時
～
午
後
４
時

 

市
役
所
本
庁
舎 

１
階 

相
談
室

（
市
民
課
内
）

◎ 

山
梨
市
会
場

 

11
月
４
日（
火
）／
11
日（
火
）／

18
日（
火
）／
25
日（
火
）

 

午
前
９
時
～
午
後
４
時

 

山
梨
市
役
所

◎ 

甲
府
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

 

月
～
金
曜
日
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
水
曜
日
は
午
後
６
時
ま
で
）

予
約
不
要
・
無 

料

こ
ど
も
家
庭
相
談

 

こ
ど
も・子
育
て
全
般
や
、児
童
虐
待
防

止
等
、家
庭
に
関
す
る
様
々
な
困
り
ご
と

の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

こ
ど
も
に
対
し
て
の
不
適
切
な
対
応
は
、

こ
ど
も
の
身
体
の
成
長
や
脳
の
発
達
に

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。「
虐
待
か
も
」と

思
っ
た
ら
、こ
ど
も
を
救
う
た
め
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。「
あ
な
た
」の
勇
気
が
、

こ
ど
も
を
守
る
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま

す
。

※ 

連
絡
者
の
情
報
は
守
ら
れ
ま
す
。
匿
名

で
の
連
絡
も
可
能
で
す
。

 

随
時

 

子
育
て
支
援
課 

こ
ど
も
家
庭
相
談
担
当

☎
33
‐
２
２
０
３

32
‐
５
０
７
９

要
予
約
・
無 

料

も
の
忘
れ
相
談

 

最
近
も
の
忘
れ
し
や
す
く
な
り
心
配
な

方
や
、気
に
な
る
症
状
が
出
て
き
た
家
族

へ
の
対
応
方
法
な
ど
、日
下
部
記
念
病
院

の
認
知
症
専
門
医
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

11
月
21
日（
金
）

 

午
後
１
時
30
分
～

 

市
役
所
本
庁
舎

 

11
月
18
日（
火
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※ 

毎
月
第
３
金
曜
日
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

 

介
護
支
援
課 

高
齢
者
支
援
担
当

☎
34
‐
５
４
３
４

 

甲
府
市
役
所 

本
庁
舎 

４
階

 

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
５
８
３

 

山
梨
市
商
工
労
政
課 

商
工
労
政
担
当

☎
22
‐
１
１
１
１

 

甲
府
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
‐
２
３
７
‐
５
３
０
９

要
予
約

県
下
一
斉
無
料
法
律
相
談

 

11
月
25
日（
火
）

 

午
後
１
時
～
４
時

 

市
役
所
本
庁
舎 

１
階 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

 

甲
州
市
民

● 

定
員
　
６
名（
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

 

11
月
４
日（
火
）午
前
８
時
30
分
～
11
月

21
日（
金
）ま
で
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

● 

主
催
　
山
梨
県
弁
護
士
会

 

市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当

☎
32
‐
５
５
８
３

要
予
約

外
国
人
の
た
め
の
無
料
法
律
相
談
会

 

11
月
15
日（
土
）

 
午
前
10
時
～
午
後
４
時

 
山
梨
県
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー（
ぴ
ゅ
あ
総
合
）

 

外
国
人

● 

対
応
言
語
　
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、ス
ペ
イ
ン

語
、日
本
語
、中
国
語
、英
語
、韓
国
語
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、ロ
シ
ア
語
、ネ
パ
ー

ル
語
、ベ
ト
ナ
ム
語
、タ
イ
語
、タ
ガ
ロ
グ

語
、ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
、フ
ラ
ン
ス
語

生
活
困
窮
者
相
談
窓
口
出
張
相
談

 

経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
方
、
日
常
生

活
に
不
安
や
心
配
を
抱
え
て
い
る
方
の

様
々
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

 

12
月
２
日（
火
）

 

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

 

勝
沼
市
民
会
館 

１
階 

い
き
い
き
ル
ー
ム

 

市
内
在
住
の
方

※ 

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

※ 

法
律
相
談
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※ 

毎
週
木
曜
日
に
福
祉
総
合
支
援
課
窓
口

に
お
い
て
出
張
相
談
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

 

甲
州
市
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ぶ
り
っ
じ

☎
34
‐
８
５
６
１

34
‐
９
２
７
０

要
予
約

成
年
後
見
制
度・相
続・遺
言
の
相
談
会

 

司
法
書
士
が
次
の
よ
う
な
相
談
に
応
じ

ま
す
。

 

将
来
に
備
え
て
成
年
後
見
制
度
に
つ
い

て
知
り
た
い

 

相
続
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い

 

遺
言
書
を
作
成
し
た
い
　
な
ど

 

11
月
27
日（
木
）

 

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

 

塩
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

２
階

視
聴
覚
教
材
室

 

市
内
在
住
者

● 

定
員
４
名（
１
人
に
つ
き
40
分
以
内
）

 

11
月
４
日（
火
）午
前
８
時
30
分
か
ら
電

話
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

● 

主
催
　
関
東
弁
護
士
会
連
合
会

● 

共
催
　
山
梨
県
弁
護
士
会
、（
公
財
）山
梨

県
国
際
交
流
協
会

 

や
ま
な
し
外
国
人
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
山
梨
県
国
際
交
流
協
会
）

☎
０
５
５
５
‐
２
２
２
‐
３
３
９
０

 
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

権
利
擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
34
‐
８
１
９
５

要
申
込

子
ど
も・夫
婦
な
ん
で
も
無
料
相
談
会

 

離
婚・離
婚
に
ま
つ
わ
る
子
ど
も
の
問
題

や
子
育
て
、親
権・監
護・養
育
、虐
待
、非

行
、不
登
校
、退
学
、停
学
、い
じ
め
、子
ど

も
間
の
ト
ラ
ブ
ル
、
学
校
事
故
な
ど「
子

ど
も
ま
た
は
夫
婦
に
関
す
る
こ
と
な
ら

な
ん
で
も
」ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

11
月
29
日（
土
）

 

午
後
１
時
30
分
～
４
時
50
分

 

山
梨
県
弁
護
士
会

 

ど
な
た
で
も
可

● 

相
談
方
法

① 

面
談
相
談

 

申
込
締
切 

11
月
28
日（
金
）正
午

② 

Z
o
o
m
相
談

 

申
込
締
切 

11
月
28
日（
金
）正
午

③ 

電
話
相
談

※ 

当
日
の
午
後
４
時
ま
で
に
電
話
し
て
く

だ
さ
い
。

※ 

弁
護
士
お
よ
び
臨
床
心
理
士
が
一
緒
に

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

 

山
梨
県
弁
護
士
会

☎
０
５
５
‐
２
３
５
‐
７
２
０
２

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ ：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

相

　談

相

　談

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」

27 26令 和 7 年 1 1 月広 報 こうしゅう



社会福祉事業へ

温かな善意
ありがとうございます。

昭和建設株式会社 代表取締役
浅野晃一さま

要
予
約

事
業
承
継
に
関
す
る
個
別
無
料
相
談

 

山
梨
県
事
業
承
継・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
の
専
門
員
が
、
事
業
承
継
に
つ
い

て
、個
別
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。（
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
）

 

12
月
８
日（
月
）、22
日（
月
）

 

午
前
９
時
～
午
後
５
時
の
う
ち
１
時
間

 

事
業
承
継
の
進
め
方
が
分
か
ら
な
い
方
、

後
継
者
が
見
つ
か
ら
な
い
方
、事
業
を
引

き
継
い
で
く
れ
る
会
社
を
探
し
た
い
方
、

後
継
者
が
い
な
い
の
で
工
場
や
設
備
を

売
却・貸
し
た
い
方

 

市
役
所
本
庁
舎 

１
階 

市
民
会
議
室
Ｂ

 

会
社
案
内
、決
算
書（
確
定
申
告
書
）

 

各
開
催
日
の
５
日
前
ま
で
に
電
話
で
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
。（「
甲
州
市
の
個
別

相
談
」と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。）

 

山
梨
県
事
業
承
継・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー

☎
０
５
５
‐
２
４
３
‐
１
８
３
０

（
平
日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

障
害
者
差
別
に
関
す
る
相
談

 

「
こ
れ
っ
て
障
害
者
差
別
で
は
？
」「
障
害

者
の
方
に
ど
の
よ
う
な
配
慮
を
す
る
べ

き
か
？
」な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
専

門
の
相
談
員
を
配
置
し
て
お
り
、助
言
や

情
報
提
供
、関
係
者
間
の
調
整
な
ど
を
実

施
し
ま
す
。

 

福
祉
総
合
支
援
課 

相
談
支
援
担
当

☎
32
‐
０
２
８
５

32
‐
５
０
７
９

申
込
不
要

甘
草
屋
敷

秋
の
マ
ン
ド
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

 

重
要
文
化
財
旧
高
野
家
住
宅（
甘
草
屋

敷
）に
て
、マ
ン
ド
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す
。
甲
州
市
の
秋
の
風
物
詩
、

枯
露
柿
を
干
す
風
景
と
音
楽
の
特
別
な

ひ
と
と
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

 

11
月
24
日（
月
･
振
）

 

午
後
２
時

（
午
後
１
時
30
分
受
付
開
始
）

 

旧
高
野
家
住
宅（
甘
草
屋
敷
）

大
人
３
１
０
円
／
小
人・学
生
２
０
０
円

● 

出
演
者

マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル「
夢
弦
」

 

生
涯
学
習
課 

文
化
財
担
当

☎
32
‐
５
０
７
６

要
予
約

第
19
回

ま
ほ
ろ
ば
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

 

第
１
部
は
、
プ
ロ
が
奏
で
る
ス
タ
イ
ン

ウ
ェ
イ
の
ピ
ア
ノ
の
響
き
。
第
２
部
は

ピ
ア
ノ
１
台
＆
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
２
台
に

よ
る
ユ
ニ
ッ
ト・ス
テ
ー
ジ
で
す
。
ゲ
ス

ト
に
サ
ッ
ク
ス
奏
者
も
加
わ
り
豪
華
な

演
出
と
な
り
ま
す
。
素
敵
な
音
色
を
一

緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

● 

第
１
部
　
八
谷
　
晃
生（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

● 

第
２
部
　
Ａ
ｒ
ｃ
ｏ
Ｉ
ｒ
ｉ
ｓ

（
八
谷
晃
生
と
２
人
の
女
性
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ニ
ス
ト
に
よ
る
ユ
ニ
ッ
ト
）

● 

ゲ
ス
ト
出
演
　
大
坪
　
俊
樹（
サ
ッ
ク
ス

奏
者
）

イ
ベ
ン
ト

要
申
込
・
無 

料

武
田
家
の
聖
地 

フ
ッ
ト
パ
ス
ツ
ア
ー

 

信
玄
公
の
菩
提
寺
で
あ
る
恵
林
寺
や
武

田
家
ゆ
か
り
の
地
を
ガ
イ
ド
と
と
も
に

巡
る
フ
ッ
ト
パ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま

す
。

● 

立
ち
寄
り
ス
ポ
ッ
ト

恵
林
寺
、放
光
寺
、松
尾
神
社
、岩
波
農
園
　

ほ
か

 
11
月
22
日（
土
）

 
午
前
9
時
～
午
後
０
時
30
分
頃

※ 
小
雨
決
行

● 

集
合
場
所
　
恵
林
寺
庫
裡
前

● 

当
日
受
付
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

● 

定
員
　
20
名（
先
着
順
）

 

飲
み
物
、歩
き
や
す
い
服
装
、雨
具

 

11
月
７
日（
金
）ま
で
に
電
話
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

観
光
商
工
課 

企
画・交
流
担
当

☎
32
‐
１
０
０
０

要
申
込

２
０
２
５
勝
沼
フ
ッ
ト
パ
ス・

ウ
ェ
ル
カ
ム
ツ
ア
ー

 

J
R
勝
沼
ぶ
ど
う
郷
駅
か
ら
、今
年
開
館

50
周
年
を
迎
え
た「
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘
」

ま
で
歩
く
フ
ッ
ト
パ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催

し
ま
す
。
扇
状
地
に
波
打
つ
よ
う
な
ぶ

ど
う
畑
の
黄
葉
を
眺
め
な
が
ら
、忘
れ
ら

れ
た
信
仰
の
道
や
百
番
観
音
な
ど
、市
民

 

12
月
14
日（
日
）

 

午
後
１
時
30
分（
午
後
１
時
開
場
）

 

大
和
ふ
る
さ
と
会
館 

ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル

● 

定
員
　
１
６
０
席

チ
ケ
ッ
ト
代
　
１
席
２
，5
０
０
円

（
中
学
生
以
下
１
，０
０
０
円
）

※ 

パ
ー
テ
ィ
ー
形
式（
ド
リ
ン
ク
、
オ
ー
ド

ブ
ル
）は
行
い
ま
せ
ん
。

 

ま
ほ
ろ
ば
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
実

行
委
員
会（
大
和
ふ
る
さ
と
会
館
内
）

☎
48
‐
２
９
２
１

農
業
カ
メ
ラ
マ
ン

網
野
文
絵
氏
写
真
展

 

甲
州
市
出
身
の
農
業
カ
メ
ラ
マ
ン
、網
野

文
絵
氏
の
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。
美

し
い
写
真
は
も
ち
ろ
ん
楽
し
く
学
べ
る

写
真
展
で
す
。
こ
の
機
会
に
是
非
ご
覧

く
だ
さ
い
。

『
撮
れ
た
て
野
菜
＋
』

 

12
月
６
日（
土
）～
令
和
８
年
２
月
28
日

（
土
）

 

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
月
曜
、
祝
日
を

除
く
）

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

１
階 

歴
史
民
俗
資

料
室

『
く
だ
も
の
の
は
な
　
な
ん
の
は
な
？
』

 

令
和
８
年
２
月
１
日（
日
）～
令
和
８
年

４
月
中
旬

 

甘
草
屋
敷
子
ど
も
図
書
館

 

生
涯
学
習
課 

公
民
館
担
当

☎
32
‐
１
４
１
１

 

塩
山
図
書
館

☎
32
‐
１
５
０
５

ガ
イ
ド
の
案
内
で
巡
っ
て
い
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 

11
月
30
日（
日
）

 

午
前
９
時
30
分
～
正
午

（
午
前
９
時
受
付
開
始
）

● 

集
合
場
所
　
J
R
勝
沼
ぶ
ど
う
郷
駅

駅
前
広
場
　
E
F

 

64
電
気
機
関
車
前

● 

定
員
　
50
名（
先
着
順
）

１
人
５
０
０
円（
保
険
料
な
ど
）

※ 

小
学
生
以
下
無
料

 

11
月
27
日（
木
）ま
で
に
電
話
、フ
ァ
ッ
ク

ス
ま
た
は
郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

● 

主
催
　
勝
沼
フ
ッ
ト
パ
ス
の
会

● 

共
催
　
あ
る
～
く
こ
う
し
ゅ
う
推
進
協
議
会

● 

協
賛
　
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘

● 

協
力
　
菱
山
地
区
の
皆
さ
ん・か
つ
ぬ
ま

朝
市
会・N
P
O
法
人
勝
沼
文
化
研
究
所

 

あ
る
〜
く
こ
う
し
ゅ
う
推
進
協
議
会

（
観
光
商
工
課
内
）

☎
32
‐
１
０
０
０

32
‐
５
１
７
４

要
申
込
・
無 

料

ぶ
ど
う
伝
説
が
息
づ
く

上
岩
崎
を
巡
る
フ
ッ
ト
パ
ス

 

勝
沼
氏
館
跡
か
ら
祝
橋
を
渡
り
、上
岩
崎

地
区
を
散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

 
11
月
25
日（
火
）

 
午
前
９
時
～
正
午
　
予
定

（
午
前
８
時
30
分
受
付
開
始
）

※ 

雨
天
中
止

● 

集
合
場
所
　
勝
沼
氏
館
跡
駐
車
場

● 

定
員
　
20
名（
先
着
順
）

 

電
話
に
て
氏
名・
住
所・
電
話
番
号
を
お

伝
え
く
だ
さ
い
。

天
目
山
栖
雲
寺
蕎
麦
祭
り・

宝
物
風
入
れ
展

 

世
界
的
に
も
珍
し
い
十
字
架
を
も
つ
聖

像「
絹
本
著
色
十
字
架
捧
持
マ
ニ
像
」を

は
じ
め
、通
常
非
公
開
の
文
化
財
が
多
く

公
開
さ
れ
ま
す
。

 

11
月
８
日（
土
）～
９
日（
日
）

 

午
前
９
時
～
午
後
３
時

御
香
料
　
１
，０
０
０
円

（
抹
茶
接
待
含
む
）

 

天
目
山
栖
雲
寺

※ 

午
前
10
時
か
ら
来
山
者
へ
の
そ
ば
振
る

舞
い
が
あ
り
ま
す
。

※ 

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 

主
催
　
天
目
山
栖
雲
寺

● 

協
力
　
生
涯
学
習
課 

文
化
財
担
当

 

生
涯
学
習
課 

文
化
財
担
当

☎
32
‐
５
０
７
６

 

甲
州
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

会（
藤
田
）

☎
０
８
０
‐
５
３
８
９
‐
１
５
０
３

申
込
不
要

甲
州
市
親
睦
テ
ニ
ス
大
会

 

初
心
者
で
も
参
加
で
き
る
硬
式
テ
ニ
ス

大
会
を
開
催
し
ま
す
。
ご
家
族
や
ご
友

人
と
一
緒
に
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

※ 

種
目
は
ダ
ブ
ル
ス
の
み
で
す
。
ペ
ア
は

当
日
く
じ
で
決
め
る
た
め
、一
人
で
の
参

加
も
可
能
で
す
。
希
望
ペ
ア
が
あ
れ
ば

優
先
し
ま
す
。

 

11
月
９
日（
日
）

 

午
前
９
時
30
分

（
午
前
９
時
受
付
開
始
）

 

塩
山
テ
ニ
ス
場

※ 

雨
天
中
止
の
際
は
会
場
に
掲
示
し
ま
す
。

● 

種
目
　
ダ
ブ
ル
ス
に
よ
る
リ
ー
グ
戦

一
般
　
１
，０
０
０
円

学
生
　
５
０
０
円

（
弁
当
、飲
み
物
代
込
み
）

※ 

大
会
中
の
ケ
ガ
な
ど
は
、自
己
責
任
、自

己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、ご
心
配
な
方

は
あ
ら
か
じ
め
ス
ポ
ー
ツ
保
険
等
へ
の

加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 

主
催

　 

市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
テ
ニ
ス
部
部
長

 

生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

☎
32
‐
５
０
９
８

詳細は、各館にお問い合わせください。甲州市児童センター 親子館イベント情報甲州市児童センター 親子館イベント情報

※お誕生日イベントも常時開催しています。（予約なし）　　各館で手形ができるので、お子さんの成長記録にいかがですか。プレゼントも用意していますので、11月お誕生日のお友だち、集まれ!!

第18回 甲州市児童センターこどもまつり
～絵本読み聞かせの会～

●開催日　11月21日（金）
●時間　午前9時30分～正午 ※要申込（先着8組）

　　　　絵本読み聞かせ　午前10時30分～11時 
●場所　塩山北児童センター
他にも、ボールプールやダンボール遊び、ペタペタリングな
どいろいろな遊びを用意しているのでお気軽
に遊びに来てください！ ●利用対象　未就学の子どもとその保護者

●開館時間　午前9時30分～午後1時30分

甲州市児童センター、親子館では、11月もさまざまな活動
を行います。親子の触れ合いを深める良い機会ですので、
ご参加お待ちしています。

4日(火)～7日(金) ままごとハウス 塩山北児童センター
☎33-7800

10日(月)～14日(金) ダンボール積み木 東雲ふれあい親子館
☎44-3723

17日(月)～21日(金) 手作りおもちゃで
遊ぼう

塩山南児童センター
☎33-7900

二次元バーコードよりお申し込みをお願いします。

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

相

　談

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ ：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

相

　談

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」

29 28令 和 7 年 1 1 月広 報 こうしゅう



釈迦堂遺跡博物館だより

　甲
州
市
在
住
の
縄
文
大
工
、雨
宮
国
広

氏
を
取
り
上
げ
た
密
着
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画「
み
ん
な
の
ふ
ね
」（
上
映
時
間

91
分
）鑑
賞
会
を
開
催
し
ま
す
。

　石
斧
だ
け
で
巨
木
を
切
り
倒
し
、削
り

出
さ
れ
た
丸
木
舟
を
作
る「Jom

on

さ
ん

が
や
っ
て
き
た
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
2

年
以
上
に
わ
た
り
追
い
か
け
た
作
品
と

な
っ
て
い
ま
す
。
床
に
座
っ
て
鑑
賞
す
る

の
で
、ヨ
ガ
マ
ッ
ト
や
代
わ
り
に
な
る
も

の（
座
布
団
等
）を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

● 

開
館
時
間

　 

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　 （
入
館
は
閉
館
30
分
前
ま
で
）

● 

休
館
日

　火
曜
日

● 

入
館
料

　 

一
般
4
0
0
円

　 

小
中
高
生
2
0
0
円

※
市
内
に
居
住
す
る
小
中
学
生
と
保
護
者

ま
た
は
引
率
者
1
名
は
無
料（
通
年
）

 

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

　 

☎
0
5
5
3
‐
47
‐
3
3
3
3

　

 

shakado@eps4.comlink.ne.jp

『
み
ん
な
の
ふ
ね
』映
画
観
賞
会

〇
日
時

　11
月
8
日（
土
）午
後
6
時
30
分

　
　
　
　開
場
、午
後
7
時
上
映
開
始

〇
会
場

　釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

　
　
　
　常
設
展
示
室

〇
受
付

　10
月
20
日（
月
）~

当
日

　
　
　
　電
話・メ
ー
ル・当
館
受
付
に
て

　
　
　
　お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　（先
着
30
名
）

〇
料
金

　入
館
料
の
み

有
料
広
告

第
30
回
　
東
山
梨
小
中
学
校

図
工・美
術
作
品
展

 

小
学
生・中
学
生
の
幅
広
い
自
由
な
造
形

活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
発
表
の
場
と

し
て「
図
工・美
術
作
品
展
」を
開
催
し
ま

す
。
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

 

12
月
６
日（
土
）、７
日（
日
）

 

午
前
９
時
～
午
後
５
時

 

12
月
９
日（
火
）

 

午
前
９
時
～
午
後
４
時

 

山
梨
市
民
会
館 

３
階 

展
示
室

● 

テ
ー
マ

 

小
学
生
　「
自
分
ら
し
い
あ
ら
わ
し
か
た

で
」

 

中
学
生
　「
自
分
ら
し
さ
を
求
め
て
」

● 

領
域

　 

絵
画・デ
ザ
イ
ン・立
体
作
品
　
な
ど

 

勝
沼
小
学
校 

望
月

☎
44
‐
０
２
７
２

講
座
・
教
室

要
申
込
・
無 

料

【
ス
マ
ホ
教
室
】基
礎
編

 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
基
本
的
な
操
作
方

法
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

甲
州
市
高
齢
者
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
購
入

費
補
助
事
業
対
象
講
座
で
す
。

◎ 

ス
マ
ホ
の
基
礎
知
識
、音
声
検
索
、カ
メ

ラ
の
操
作
、
L
I
N
E
の
使
い
方
、マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
の
紹
介

 

11
月
11
日（
火
）

 

午
前
10
時
～
正
午

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

2
階 

第
1
会
議
室

● 

講
師
　
株
式
会
社 

フ
ォ
ネ
ッ
ト
社
員

● 

定
員
　

8
名
程
度

 

お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

※ 

ス
マ
ホ
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
貸
出
が

で
き
ま
す
の
で
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

電
話
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

（
土・日・祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
）

 

総
務
課 

デ
ジ
タ
ル
推
進
担
当

☎
32
‐
２
１
１
１（
内
線
２
３
９
１
）

要
申
込

「
男
性
料
理
教
室
」参
加
者
募
集

 

い
つ
も
は
料
理
を
し
な
い
男
性
も「
家
族

の
た
め
」、「
自
分
の
健
康
の
た
め
」に
料

親
子
ふ
れ
あ
い
交
流
会
の
募
集

 

正
月
し
め
縄
飾
り
づ
く
り
と
親
子
で
楽

し
め
る
音
楽
会
を
開
催
し
ま
す
。
ピ
ア

ノ
の
生
演
奏
を
親
子
で
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
と
お
楽
し
み

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
ま
す
。

 

12
月
13
日（
土
）

 

午
後
１
時
～
３
時

 

勝
沼
市
民
会
館 

２
階 

大
会
議
室

 

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子

● 

定
員
　
親
子
20
組

 

11
月
28
日（
金
）ま
で
に
電
話
か
専
用

フ
ォ
ー
ム
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
の
際
、次
の
点
を
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

　 

①
住
所 
②
氏
名 
③
連
絡
先 

　 

④
参
加
人
数（
子
供
の
年
齢
）

※ 

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 

主
催
　
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

● 

協
力
　
甲
州
市
母
子
父
子
相
談
員
連
絡

　 

協
議
会
、子
育
て
支
援
課

 

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
34
‐
８
１
９
５

理
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

料
理
教
室
を
通
じ
て
、健
康
づ
く
り
や
食

事
の
大
切
さ
、
料
理
の
楽
し
さ
を
感
じ
、

家
族
や
自
分
を
笑
顔
に
す
る
料
理
ス
キ

ル
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

料
理
に
挑
戦
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
学

生
さ
ん
、
一
緒
に
料
理
を
学
び
た
い
親

子
、料
理
初
心
者
の
男
性
、家
族
に
料
理

を
作
っ
て
あ
げ
た
い
新
米
パ
パ
さ
ん
大

歓
迎
の
料
理
教
室
で
す
。

 

12
月
14
日（
日
）

 

午
前
10
時
～
午
後
１
時

（
午
前
９
時
45
分
受
付
開
始
）

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

３
階 

料
理
実
習
室

 

市
内
在
住
、在
勤
の
男
性（
中
学
生
以
上
）

● 

定
員
　
15
名（
先
着
順
）

 

11
月
27
日（
木
）ま
で
に
、二
次
元
コ
ー
ド

ま
た
は
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

※ 

電
話
で
の
お
申
し
込
み
は
氏
名・
住
所・

電
話
番
号
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。（
土・

日・祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
）

 

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾（
バ
ン
ダ
ナ
等
）、ハ

ン
ド
タ
オ
ル

● 

メ
ニ
ュ
ー
　
ご
は
ん
、麻
婆
豆
腐
、中
華

風
サ
ラ
ダ
、
た
っ
ぷ
り
ト
マ
ト
の
中
華

ス
ー
プ
、デ
ザ
ー
ト

※ 

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

● 

主
催
　
甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委

員
会

● 

協
力
　
甲
州
市
食
生
活
改
善
推
進
員
会
、

健
康
増
進
課

 

甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
　

事
務
局（
市
民
課 

市
民
協
働
推
進
担
当
）

☎
32
‐
５
０
６
８

無 

料

お
天
気
ま
つ
り
＝
観
測
今
昔
＝

 

甲
府
地
方
気
象
台
の
創
立
１
３
０
周
年

を
記
念
し
て
、
気
象
台
見
学
や
講
演
会
、

観
測
原
簿
展
示
な
ど
を
行
い
ま
す
。

 

11
月
29
日（
土
）

 

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

 

甲
府
地
方
気
象
台

 

講
演
会
の
み
予
約
が
必
要
で
す
。

※ 

可
能
な
限
り
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※ 

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

甲
府
地
方
気
象
台

業
務・危
機
管
理
担
当

☎
０
５
５
‐
２
２
２
‐
３
６
３
４

甲
府
矯
正
展

 

全
国
の
刑
務
所
で
製
作
し
た
作
業
製
品

の
販
売
お
よ
び
塀
の
中
の
取
組
を
紹
介

す
る
矯
正
広
報
を
実
施
し
て
お
り
、本
年

も
刑
務
所
内
の
見
学
や
矯
正
パ
ネ
ル
展

示
、刑
務
作
業
体
験
等
の
実
施
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

 
11
月
24
日（
月・振
）

 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

 

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨

● 

主
催
　
甲
府
刑
務
所

※ 

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

甲
府
刑
務
所 

矯
正
処
遇
部
門 

作
業

☎
０
５
５
‐
２
４
１
‐
８
３
１
１

甲
州
市
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

〈
12
月
の
活
動
〉

バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
工
房
見
学

 

12
月
13
日（
土
）

 

８
時
45
分
～
正
午

 

シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
ホ
テ
ル
石
和

 

市
内
在
住
の
小
学
校
１
年
生
～
３
年
生

● 

定
員
　
20
名（
先
着
順
）

 

２
，０
０
０
円

 

L
o
G
o
フ
ォ
ー
ム

11
月
４
日（
火
）～
24
日（
月・振
）

 

電
話
受
付

11
月
25
日（
火
）～
28
日（
金
）

（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

※ 

Ｌ
o
Ｇ
o
フ
ォ
ー
ム
受
付
で
満
員
に

な
っ
た
場
合
は
、電
話
で
の
受
付
は
行
い

ま
せ
ん
。

 

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、マ
ス
ク

● 

主
催
　
甲
州
市
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ

ブ
実
行
委
員
会

 

生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
担
当

☎
32
‐
５
０
９
７

令
和
７
年
度
峡
東
地
域

『
人
権
の
た
め
の
講
演
会
』

 

11
月
25
日（
火
）

 

午
後
３
時
～
５
時

 

甲
州
市
民
文
化
会
館

● 

講
師
　
後
藤 

裕
介 

氏

山
梨
県
立
こ
こ
ろ
の
発
達
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
所
長（
小
児
神
経
科
医
）

 

演
題
　
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
育
つ

た
め
に
～
発
達
の
特
性
や
心
の
傷
つ
き

か
ら「
戸
惑
い
を
感
じ
る
」言
動
を
考
え

る
～

● 

主
催
　
峡
東
地
域
教
育
推
進
連
絡
協
議

会
、甲
州
市
教
育
委
員
会
、峡
東
教
育
事

務
所

※ 

詳
細
は
峡
東
教
育
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

峡
東
教
育
事
務
所 

地
域
教
育
担
当

　 

☎
20
‐
２
７
３
１

受
付
は
コ
チ
ラ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

相

　談

相

　談

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ ：内容   ：日付   ：時間   ：場所   ：対象   ：料金   ：持ち物   ：申込方法   ：問合せ

I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」
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沖縄本島北部の小さな島伊江島で行われた6日間
の戦争や民間人までを巻き込んだ沖縄の地上戦を
心の記憶にある証言に寄り添い、歌い語ります。

山本 晴美　歌語り『忘
わ
っつぃんのぉ』

日 時  11月29日（土）午後2時～4時
（午後1時30分開場）
場 所  甲州市民文化会館　 参加費  無料

※当日ロビーには沖縄の今を知る資料、地上戦がおこなわれ
た当時の実態を知る写真パネルを展示します。

 子どもたちに平和と未来を手渡す仲間の輪
　 ☎090-7907-3705（古屋）

移住支援ポータルサイト
「甲州らいふ」掲載事業者様大募集！

　甲州市の地域情報や魅力を発信している「甲州らいふ」に掲載さ
せていただける市内の飲食店・宿泊施設等を募集します。リンク
掲載になりますので、独自のHPやSNS等があり適宜更新されてい
る事業者様に限らせていただきます。
　市外からのお客様がご利用可能で市の魅力発信に繋がるような
業態であれば原則として業種は問いません。また、掲載に係る費
用は無料です。
　掲載を希望される方は下記のメールアドレスにリンク先のアド
レスを貼付し、タイトルを「甲州らいふ掲載希望」としてご連絡く
ださい。担当からご連絡させていただきます。
　皆様の事業のひとつひとつが地域情報であり魅力にもなりま
す。たくさんのご応募お待ちしています。

 政策秘書課 地域未来戦略担当 ☎32-5037
　 iju@city.koshu.yamanashi.jp

令
和
７
年
度
青
少
年
健
全
育
成
推
進
甲
州
市
民
集
会

　11月の「秋のこどもまんなか月間」の一環として、青少年健全育成推進甲州市民集会を開催します。私
たち市民一人ひとりが児童生徒の想いを正しく受け止め、家庭･学校･地域が連携しながら甲州市の青少
年健全育成を推進するために、ぜひご参加ください。

●上記の作品を含む入賞・入選作品を展示します。
　期間　11月11日（火）～12月7日（日）
　場所　甲州市民文化会館 ロビー

〈日時〉	 11月12日（水）午後6時30分～8時（午後6時受付開始）
〈場所〉	 甲州市民文化会館	2階	大会議室
〈内容〉	 ・「家庭の日」「青少年を育む日」啓発のポスター・作文・標語・写真の優秀作品の表彰
	 ・市長賞受賞者による作品発表および作品制作にかけた想いの発表

令和7年度　「家庭の日」「青少年を育む日」啓発作品（市長賞）

「ねえねの聖火ランナーを見守る弟」
祝小学校3年　金井	紗良さん

「笑顔が生まれたよ」
祝小学校5年　叶	優羽さん

〈写真作品〉
「けんかしたけど いちばん なかよしだよ」
祝小学校1年　石原	玲音さん	

「家ぞくはね がんばる私の 応えん団」
勝沼小学校5年　西矢	咲理さん

「スマホ置き食卓囲む家族の輪」
塩山中学校2年　南	結愛さん

〈標語作品〉

「大切な家ぞく」
菱山小学校3年　増田	秋乃さん

「うちのママはスーパーマン」
祝小学校5年　叶	優羽さん

「温かい場所」
塩山中学校1年　向山	侑里さん	

〈作文作品〉
「みんなで花火たのしいな」
祝小学校2年　鷹野	汐里さん

「家族のぬくもりあふれる時間」
祝小学校5年　叶	優羽さん

「家族の絆」
塩山中学校2年　榎本	鈴さん

〈ポスター作品〉

 青少年育成甲州市民会議事務局（生涯学習課内 社会教育担当）　☎32-5097  

■主　催　青少年育成甲州市民会議　　■後　援　甲州市教育委員会

要
申
込

ク
リ
ス
マ
ス
素
材
を
詰
め
込
ん
だ

ク
リ
ス
マ
ス
フ
ラ
ワ
ー
バ
ト
ン
づ
く
り

 

三
角
形
の
ボ
ッ
ク
ス
に
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド

フ
ラ
ワ
ー
の
ヒ
ム
ロ
ス
ギ
を
敷
き
つ
め
、

好
き
な
木
の
実
な
ど
を
飾
り
、オ
リ
ジ
ナ

ル
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
作
り
ま
し
ょ

う
。

 

11
月
29
日（
土
）

 

午
前
10
時
～
正
午

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

２
階 

第
３
会
議
室

● 

定
員
　
18
名（
先
着
順
）

 

市
内
在
住
者（
小
学
３
年
生
以
下
の
方
は

保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
）

● 

講
師
　
雨
宮 

美
香 

氏

（
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

 

１
，０
０
０
円（
材
料
費
）

 

は
さ
み

 

11
月
５
日（
水
）か
ら
電
話
ま
た
は
窓
口

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
月
曜
･

休
館
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

同
日
よ
り
L
o
G
o
フ
ォ
ー
ム
で
も
お

申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

 

生
涯
学
習
課 

公
民
館
担
当

☎
32
‐
１
４
１
１

要
申
込

「
甲
州
み
そ
」を
学
ん
で
仕
込
も
う

手
前
み
そ
教
室

 

日
本
に
伝
わ
る
発
酵
文
化
や
地
元
の
食

文
化
に
つ
い
て
学
び
、自
分
だ
け
の
オ
リ

申
込
不
要
・
無 

料

オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

◎ 

山
梨
学
講
座

「
古
代
甲
斐
国
の
役
所

―
郡
家
と
国
府
―
」

 

甲
斐
国
の
国
府
と
郡
家
の
所
在
地
や
実

態
が
ど
こ
ま
で
わ
か
っ
て
い
る
の
か
を

取
り
上
げ
る
こ
と
で
、地
域
の
実
態
に
迫

る
機
会
と
し
ま
す
。

● 

第
１
回

「
郡
家
と
白
鳳
寺
院
」

 

11
月
11
日（
火
）

 

午
後
２
時
～
３
時
30
分

● 

第
２
回

「
謎
の
甲
斐
国
府
」

 

11
月
25
日（
火
）

 

午
後
２
時
～
３
時
30
分

● 

講
師
　
大
隅 

清
陽 

氏（
山
梨
大
学
大
学

院
総
合
研
究
部
教
育
学
域 

教
授
）

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

３
階 

第
２
研
修
室

● 

定
員
　
30
名（
先
着
順
）

 

筆
記
用
具

◎ 

現
代
的
課
題
講
座

「
共
生
社
会
を
目
指
し
て

～
障
害
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
～
」

 

障
害
に
対
し
て
正
し
い
知
識
を
得
る
と

と
も
に
、共
生
社
会
の
実
現
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
と
し
ま
す
。

● 

第
１
回

「
学
習
障
害
を
知
ろ
う
」

 

11
月
19
日（
水
）

 

午
後
２
時
～
３
時
30
分

● 

講
師
　
宮
澤 

直 

氏（
山
梨
県
立
こ
こ
ろ

の
発
達
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
医
療

課 

副
主
査
）

● 

第
２
回

「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
っ
て
な
ん
だ
ろ

ジ
ナ
ル
味
噌
を
作
り
ま
す
。
作
っ
て
育

て
て
食
べ
る
と
い
う
体
験
型
の
講
座
で

す
。

 

12
月
６
日（
土
）

 

午
前
10
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

３
階 

料
理
実
習
室

● 

定
員
　
16
名（
抽
選
制
）

 

市
内
在
住
者

（
小
学
生
以
下
の
方
は
保
護
者
の
同
伴
が

必
要
で
す
）

● 

講
師
　
椎
名 

智
愛
子 

氏

五
味
醬
油
株
式
会
社

 

１
，５
０
０
円（
材
料
費
）

※ 

容
器（
４
㎏
用
）が
必
要
な
方
は

２
，１
０
０
円

 
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、ビ
ニ
ー
ル
手
袋（
必

要
な
方
の
み
）、手
拭
き
用
タ
オ
ル

 
11
月
６
日（
木
）～
14
日（
金
）の
間
に
電

話
ま
た
は
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
月
曜・休
館
日
を
除
く
午
前
９
時
～

午
後
５
時
）

※ 

同
日
よ
り
L
o
G
o
フ
ォ
ー
ム
で
も
お

申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

※ 

抽
選
結
果
は
11
月
18
日（
火
）以
降
、当
選

さ
れ
た
方
へ
連
絡
し
ま
す
。

 

生
涯
学
習
課 

公
民
館
担
当

☎
32
‐
１
４
１
１

要
申
込

新
年
を
彩
る
門
松
を
手
作
り

門
松
づ
く
り
体
験
講
座

 

日
本
の
伝
統
文
化
を
気
軽
に
体
験
で
き

る
講
座
で
す
。
初
心
者
で
も
安
心
、講
師

う
」

 

11
月
28
日（
金
）

 

午
後
２
時
～
３
時
30
分

● 

講
師
　
山
梨
県 

障
害
福
祉
課 

障
害
者
差

別
解
消
推
進
員

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

２
階 

第
３
会
議
室

● 

定
員
　
30
名（
先
着
順
）

 

筆
記
用
具

※ 

山
梨
県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
が
開

催
す
る
講
座
を
、リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
中
継

し
、当
会
場
で
視
聴
し
ま
す
。

※ 

開
催
時
間
の
５
分
前
か
ら
当
会
場
に
お

け
る
質
問
方
法
の
説
明
を
行
い
ま
す
。

 

生
涯
学
習
課 

公
民
館
担
当

☎
32
‐
１
４
１
１

要
申
込
・
無 

料

山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

介
護
補
助
入
門
講
習

 

介
護
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
や
技
術

を
学
び
ま
す
。

 

12
月
９
日（
火
）、10
日（
水
）、

11
日（
木
）、12
日（
金
）

 

甲
府
市
内

● 

定
員
　
10
名

（
書
類
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す
）

● 

申
込
締
切
日
　
11
月
７
日（
金
）

 

令
和
７
年
度
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
入
会
し
て
就
業
を
希
望
さ
れ
る

方
で
全
て
の
日
程
に
参
加
で
き
る
方

※ 

事
前
に
シ
ル
バ
ー
登
録
が
必
要
で
す
。

※ 

講
習
を
受
け
る
と
、
山
梨
県
知
事
認
定

「
介
護
入
門
的
研
修
」修
了
証
を
交
付
し

ま
す
。

 

山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎
０
５
５
‐
２
２
８
‐
８
３
８
３

が
優
し
く
教
え
ま
す
。
自
作
の
門
松
で

素
敵
な
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

 

12
月
14
日（
日
）

 

午
後
２
時
～
４
時

（
午
後
１
時
30
分
受
付
開
始
）

 

甲
州
市
民
文
化
会
館 

１
階

ロ
ビ
ー・ホ
ワ
イ
エ

● 

定
員
　
16
名（
抽
選
制
）

 

市
内
在
住・在
勤・在
学
者

（
中
学
生
以
下
の
方
は
保
護
者
の
同
伴
が

必
要
で
す
）

● 

講
師
　
平
山 

裕
美 

氏

 

１
，０
０
０
円（
材
料
費
）

 

霧
吹
き
、剪
定
は
さ
み
、軍
手
、動
き
や
す

く
汚
れ
て
も
よ
い
服
装

 

11
月
７
日（
金
）～
16
日（
日
）の
間
に
電

話
ま
た
は
窓
口
、L
o
G
o
フ
ォ
ー
ム
の

い
ず
れ
か
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
月
曜・
休
館
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午

後
５
時
）

※ 

一
家
族
ひ
と
つ
ま
で
の
お
申
し
込
み
と

し
ま
す
。

※ 

お
申
し
込
み
は
、ご
本
人
か
ご
家
族
か
ら

お
願
い
し
ま
す
。

※ 

抽
選
結
果
は
、11
月
19
日（
水
）以
降
、当

選
さ
れ
た
方
へ
連
絡
し
ま
す
。

 

生
涯
学
習
課 

公
民
館
担
当

☎
32
‐
１
４
１
１

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

相

　談

相

　談

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

：内容			 ：日付			 ：時間			 ：場所			 ：対象			 ：料金			 ：持ち物			 ：申込方法			 ：問合せ ：内容			 ：日付			 ：時間			 ：場所			 ：対象			 ：料金			 ：持ち物			 ：申込方法			 ：問合せ

I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

市
外
局
番
は「
0
5
5
3
」
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か
き
す

け ホームページ https://www.lib-koshu.jp/

☎22-0110日下部警察署 INFORMATION

Y A M A N A S H I  P O L I C E

《甲州市消防団・塩山消防署からのお知らせ 》

　火災が発生しやすい時季を迎えるにあたり、火災予防意識の一層の普及を図るこ
とで、火災の発生を防止し、高齢者等を中心とする死者の発生を減少させるととも
に、財産の損失を防ぐことを目的として、毎年この時期に実施しているものです。

住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る 

10
　の
ポ
イ
ン
ト

－
4
つ
の
習
慣
・
6
つ
の
対
策
－

4つの習慣
1.寝たばこは絶対にしない、させない。
2.ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
3.こんろを使うときは火のそばを離れない。
4.コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。

1.火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ等は安全装置の付いた機器を使用する。
2.火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、10年を目安に交換する。
3.火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類及びカーテンは、防炎品を使用する。
4.火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置し、使い方を確認しておく。
5.お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常に確保し、備えておく。
6.防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火対策を行う。

6つの対策

この機会に防火への意識を高めましょう

令和7年度 全国統一防火標語 「急ぐ日も 足止め火を止め 準備よし」
「秋の火災予防運動」を実施します！11月9日（日）〜15日（土）まで

 東山梨消防本部 予防課　☎32-5025

犯罪被害者支援活動相談窓口について
被害にあわれたらご相談ください ～あなたの痛みに、私たちは寄り添います～
　県警察等では、犯罪被害にあわれた方やその御家族（御遺族を含む。）などからの相談を以下
の窓口で受け付けています。

山梨県犯罪被害者等総合支援窓口 ☎055-223-4180
（土･日･祝日を除く午前8時30分～午後5時15分）

警察総合相談室 ☎#9110または☎055-233-9110（24時間対応）

性暴力110番 ☎＃8103または☎0120-79-8103（24時間対応）

ヤングテレホン ☎0120-31-7867
（土･日･祝日を除く午前8時30分～午後5時）

（公社）被害者支援センターやまなし ☎055-228-8622
（土･日･祝日を除く午前10時～午後4時）

やまなし性暴力被害者サポートセンター
「かいさぽ ももこ」 ☎＃8891 または ☎055-222-5562（24時間対応）
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勝沼図書館

『Break at the Library』
日　時  11月9日（日） 

ワインツーリズムに合わせて勝沼図書館前に休憩
＆喫茶スペースを設置します。ぶどうとワインの
資料展を見て、アンケートを書いてくれた方へコー
ヒーチケットを渡します。

勝沼図書館 第2８回ぶどうとワインの資料展

『陰になり 日向になり 続けることはつなぐこと「遺産の町」で輝く女性たち』
会　期  9月27日（土）～　　 会　場    勝沼図書館 会議室

甲州市は「日本遺産」「世界農業遺産」に認定された、「遺産のまち」。時代が進み、これまで家事や農業の補助
者として、家族や地域を支えてきた女性たち。その活躍と、視点の先に見えた「未来」のまちの姿とは。パネル展
示にて、多くの方に知っていただく機会にしたいと思います。

勝沼図書館

『シネマ the 勝沼』
日　時  11月8日（土）午後2時～

上映作品『シェフ 三ツ星フードトラック始めました』
日　時  11月23日（日・祝）午後2時～

上映作品 『トップガン』
問い合わせは勝沼図書館まで

臨時休館のお知らせ
電気点検作業に伴う停電のため塩山図書館・甘草屋
敷子ども図書館は11月15日（土）を臨時休館とさせ
ていただきます。勝沼図書館・大和図書館は通常通
り開館します。

『Junior Librarian講座』（全3回）
日　時  11月9日（日）、12月13日（土）

 令和8年2月1日（日） 
午後1時～4時30分（全日程）

対　象  小学生（3回連続参加できる方のみ）

申込み  勝沼図書館、塩山図書館まで

勝沼図書館

まーの・あ・まーの 手話のおはなし会
日　時  11月8日（土）午前10時30分～

会　場  勝沼図書館 児童コーナー
申込み  申し込みは二次元コードから

手話の読み聞かせと楽しい工作のおはなし会です。
「どうぞのいす」（香山美子/作　柿本達造/絵）でア
ニマシオンをします。

塩山図書館 こどもワークショップ

『超速 レーシングカー』
日　時  12月7日（日）午後1時30分～

会　場  甲州市民文化会館 2階 第3会議室
※小学校3年生以下は保護者同伴でお申し込みください。

定　員  15名　
申込み  11月16日（日）～塩山図書館まで

持ち物  はさみ、水筒（水分がとれるもの）

勝沼図書館 プチセミナー＆ワークショップ

『UFO／UAP 天吊りおろし part.2』
日　時  12月14日（日）午後1時30分～

会　場  勝沼図書館
申込み  11月22日（土）～ 勝沼図書館まで

定　員  15名(幼児、小学生は保護者同伴）

持ち物  持ち帰り用の袋、水筒
UFOプチセミナーと工作ワークショップです。

塩山図書館 おとなのためのペーパークラフト教室

『紙で寿ぐお正月』
日　時  11月22日（土）午後2時

会　場  甲州市民文化会館 2階 第3会議室
申込み  塩山図書館まで

定　員  15名

持ち物  はさみ、水筒、お手拭き

塩山図書館

ブックリサイクル
日　時  11月29日（土）、30日（日）

会　場  甲州市民文化会館 ホワイエ

甘草屋敷子ども図書館 第84回企画展

『おみせの蔵』
期　間  11月16日（日）～令和8年1月25日（日）

おみせやさん、お買い物をテーマにした企画展
です。

犯罪被害者等支援について
　警察では、犯罪被害にあわれた方やその御家族（御遺族を含
む。）の相談窓口、犯罪被害者等の精神的・経済的負担を軽減する
犯罪被害給付制度、被害者支援活動の内容などについて広く皆さ
んに知っていただくために、11月1日（土）~12月1日（月）を「犯罪被害者等支援広報啓発強化
期間」と定め、各種広報啓発活動に積極的に取り組んでいます。
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人口と世帯

選ぶ、楽しさ。
昭和堂

創業99年昭和堂
☎
甲州市塩山下於曽 1541-1（塩山バイパス通り）

定休日　水曜
営業時間　10：00～19：00

P有

有
料
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　「ACP（人生会議）」とは、自分が病気になったり、介護が必要になった
ときに向けて、自分の大切にしているもの・こと・価値観や、「どう生き
たいか・どう過ごしたいか」を考え、大切な人（家族や友人など）、支えて
くれる人（医療・介護従事者）と自分の想いを共有することです。今回、
ACP（人生会議）を広く知ってもらうため、講演とトークセッションを
行います。

日　　時 	12月6日（土）午後1時～3時（午後0時20分開場）
場　　所 	リッチダイヤモンド総合市民会館	芸術ホール
	 （山梨県甲府市青沼3-5-44）
定　　員 	対面形式450名・オンライン形式500名（先着順）
申込期間 	10月17日（金）～11月17日（月）
申込方法 	右の申込フォームよりお申し込みください。
出 演 者

第一部　講演「自分らしくあなたらしく生きていくためのACP」
　浜野	淳	氏（医師/国立大学法人筑波大学准教授）
第二部　トークセッション「いま大切な人と話しておきたいこと」
　原	千晶	氏（タレント）
　髙添	明日香	氏（医療法人桜花会	あすか在宅クリニック院長）

自分らしい働き方創出講座の開催について
　自分らしい働き方講座を12月から6回にわたって実施し
ます。今回は「“いつかやってみたかったこと“をゆるやか
に始めてみる」をテーマに「なんとなく何かを始めてみたい」
「他の人の話を聞いてみたい」と思っている方への学びの提
供と似たような思いを持つ人同士が出会い、講座が終わって
もつながっていける場を目指します。
　講座内容や日程詳細については、市ホームペー
ジからご確認ください。

 政策秘書課 地域未来戦略室　☎32-5037

 婚活de八ヶ岳推進委員会　☎090-9141-6316（増田）

 ACP普及啓発イベント運営事務局
☎055-235-7666（土･日･祝日を除く9時30分～17時30分）

詳細はこちら

日　時 	 11月15日（土）午前10時～午後6時
場　所 	 根津記念館（山梨市正徳寺296）
対　象 	 27～38歳の独身男女	各12名（計24名）
	 ※応募多数の場合は抽選となります。

参加費 	 5,000円
申　込 	 二次元コードからお申し込みください。
申込期間 	 11月5日（水）まで

　レトロな建物と日本庭園を散策し、「桃農家カフェ	ラ・ペスカ」で干し
柿作り体験。薬膳弁当&ジェラートも楽しめる出会いのイベントです。
　和やかな雰囲気の中で素敵なご縁を結びませんか？

秋うららの縁結び
～時をかけてこころに実る～

参加者募集

峡東3市主催婚活イベント

「話しておこう、大切なことを、
大切な人と。」

県央ネットやまなし在宅医療・介護連携分科会主催
ACP普及啓発講演およびトークセッション

　令和7年11月1日、甲州市は
市制施行20周年を迎えます。
本号の表紙は人々の営みや、豊
かな自然、歴史、文化など、これ
まで甲州市が大切に育んでき
た歩みを表現しています。こ
の20年を支えてくださった市
民の皆さまへの感謝の思いを
込めるとともに、このまちの魅
力を未来へつないでいく姿を
イメージしています。

表紙について




